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一
　
本
稿
の
目
的

　
台
湾
で
は
、
国
の
政
策
と
し
て
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
（
以
下
、「
被
害
者
補
償
制
度
」
と
い
う
）
の
立
法
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
八

九
年
で
あ
っ
た
。
主
管
機
関
で
あ
る
法
務
部
保
護
局
は
草
案
編
纂
の
段
階
で
、
欧
米
諸
国
や
日
本
・
韓
国
な
ど
の
立
法
例
を
参
考
に
し
、

そ
の
中
で
も
、
特
に
、
日
本
の
旧
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法
か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
九
八
年
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
被
害
者
補
償
制
度
の
根
拠
と
な
る
「
犯
罪
被
害
人
保
護
法
」（
以
下
、「
保
護
法
」
と
い
う
）
に
は
、
日
本
法
と
類
似
す
る
条
文
体

系
や
文
言
が
残
さ
れ
た
。
保
護
法
の
概
要
と
初
期
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
す
で
に
幾
つ
か
の
論
文
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て

い（
1
）る。
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
施
行
さ
れ
て
き
た
保
護
法
は
、
近
年
、
こ
れ
に
対
す
る
検
討
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇

九
年
と
二
〇
一
一
年
に
法
改
正
に
至
っ
た
。
改
正
内
容
に
お
い
て
、
被
害
者
保
護
措
置
の
拡
大
に
関
す
る
改
正
の
他
に
注
目
す
べ
き
は
、

性
犯
罪
被
害
者
補
償
金
と
補
償
項
目
の
新
設
、
外
国
人
に
対
す
る
制
度
の
適
用
、
そ
し
て
、
補
償
金
財
源
に
関
す
る
改
正
で
あ
る
。

　
日
本
で
も
、
現
在
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
制
度
の
改
革
を
め
ぐ
り
内
閣
府
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
影
響
を
受
け
た
台
湾

の
制
度
に
は
日
本
の
制
度
に
は
な
い
特
徴
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度
の
改
革
と
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と

に
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
法
改
正
以
前
の
制
度
概
要
を
紹
介
し
た
後
、
法
改
正
の
主
要
な
問
題
点
や
、
近

年
の
補
償
金
制
度
実
務
状
況
、
そ
し
て
補
償
金
財
源
に
焦
点
を
当
て
、
若
干
の
考
察
を
す
る
こ
と
と
す
る
。
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二
　
制
度
の
基
本
的
概
要

―
二
〇
〇
九
年
の
法
改
正
以
前
を
中
心
に

㈠
　
支
給
対
象
と
補
償
金
の
性
格

　
補
償
金
の
支
給
対
象
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
は
日
本
法
と
同
様
で
あ
る
と
こ
ろ
が
大
半
で
あ
る
が
、
最
も
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
過
失

に
よ
り
他
人
の
生
命
・
身
体
を
侵
害
す
る
行
為
に
よ
る
被
害
が
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
保
護
法
第
三
条
第
一
号
参
照
）。

　
過
失
犯
罪
に
よ
る
被
害
が
対
象
と
さ
れ
る
理
由
に
草
案
段
階
の
社
会
背
景
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
、
大
型
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
が

多
発
し
て
お
り
、
既
存
の
社
会
安
全
制
度
に
よ
る
被
害
者
へ
の
経
済
的
支
援
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、
そ
の
救
済
を
図
る
た
め

補
償
の
対
象
に
追
加
さ
れ（
2
）た。
保
護
法
の
成
立
と
同
年
、
自
動
車
・
原
付
バ
イ
ク
を
対
象
と
す
る
強
制
自
賠
責
保（
3
）険が
施
行
さ
れ
、
交
通

事
故
の
被
害
者
に
は
保
険
金
が
支
給
さ
れ
、
犯
罪
者
不
明
の
ひ
き
逃
げ
事
件
に
つ
い
て
も
、
強
制
汽
車
（
＝
自
動
車
）
責
任
保
険
法
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
特
別
補
償
基
金
に
よ
る
保
険
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
強
制
自
賠
責
保
険
に
よ
る
保
険
金
は
補
償
金
の
併
給
調

整
の
対
象
と
な
る
が
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
扶
養
順
位
を
重
視
す
る
被
害
者
補
償
制
度
は
相
続
人
に
支
給
す
る
保
険
制
度
と
異
な

る
た（
4
）め、
両
制
度
が
相
補
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
立
法
当
時
懸
念
さ
れ
た
交
通
被
害
者
の
救
済
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
そ
の

大
部
分
が
解
消
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
過
失
行
為
に
よ
る
交
通
被
害
に
対
す
る
補
償
自
体
は
、
そ
の
存
在
す
る
価
値
を
失
う
こ
と
は
な
く
、

ま
た
、
交
通
犯
罪
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
過
失
犯
罪
被
害
者
の
救
済
措
置
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。

　
補
償
金
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
は
あ
る
が
、
旧
保
護
法
第
三
条
第
二
号
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
補
償
金
と
は
「
国
が
こ
の
法

律
に
よ
り
犯
罪
行
為
の
被
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
者
の
遺
族
又
は
重
傷
を
受
け
た
者
の
損
失
を
補
償
す
る
金
銭
を
い
う
」
と
さ
れ
て
い
た

た
め
、
基
本
的
に
補
償
金
は
損
失
補
償
的
な
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
政
府
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
支
給
限
度
額
が
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設
け
ら
れ
、
補
償
金
で
す
べ
て
の
損
失
を
補
塡
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
制
度
の
目
的
に
し
た
も
の
で
も
な
い
と
、
裁
判
の
見
解
が

示
さ
れ
て
い（
5
）る。

こ
れ
を
証
左
す
る
法
務
部
に
よ
る
有
権
解
釈
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
が
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
支
給
限
度
額
内
で
加
害
者

と
和
解
し
他
の
請
求
を
放
棄
し
た
場
合
、
た
と
え
加
害
者
が
履
行
を
拒
否
し
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
さ
れ
ず
と
も
、
国
は
和
解
金
額
を
優

先
し
、
こ
の
額
以
内
で
し
か
補
償
金
を
支
給
し
な
い
と
さ
れ
て
い（
6
）る。

㈡
　
補
償
金
の
種
類
・
項
目
と
限
度
額

　
旧
保
護
法
第
五
条
に
よ
れ
ば
、
補
償
金
の
種
類
は
、
犯
罪
に
よ
り
死
亡
し
た
被
害
者
の
遺
族
に
支
給
す
る
「
遺
族
補
償
金
」
と
、
犯
罪

に
よ
り
重
傷
を
受
け
た
重
傷
被
害
者
に
支
給
す
る
「
重
傷
補
償
金
」
の
二
種
類
で
構
成
さ
れ
、
同
法
第
九
条
で
四
つ
の
補
償
項
目
と
そ
の

限
度
額
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
遺
族
補
償
金
の
項
目
は
、
医
療
費
が
四
〇
万
元
（
台
湾
元
、
以
下
同（
7
）じ）、
葬
祭
費
が
三
〇
万
元
、
遺
族
扶

養
費
が
一
〇
〇
万
元
で
あ
り
、
重
傷
補
償
金
の
項
目
と
し
て
、
医
療
費
が
四
〇
万
元
、
労
働
能
力
の
喪
失
・
減
少
に
よ
る
逸
失
利
益
又
は

増
加
し
た
生
活
費
用
が
一
〇
〇
万
元
で
あ
る
。

　
遺
族
補
償
金
の
申
請
で
き
る
遺
族
の
順
位
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
扶
養
優
先
順
位
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
第
一
が
父
母
、
配
偶
者
、

子
、
第
二
が
祖
父
母
、
第
三
が
孫
、
そ
し
て
第
四
が
兄
弟
姉
妹
と
さ
れ
る
。
但
し
、
第
二
順
位
以
下
の
者
は
、
被
害
発
生
当
時
、
被
害
者

の
収
入
に
依
存
し
て
生
活
す
る
者
に
限
り
、
遺
族
補
償
金
の
一
項
目
と
し
て
の
遺
族
扶
養
費
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
保
護
法
第
六

条
）。
こ
れ
を
申
請
す
る
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
成
人
に
達
す
る
ま
で
補
償
金
を
犯
罪
被
害
者
保
護
機
構
（
す
な
わ
ち
、
財
団

法
人
犯
罪
被
害
者
保
護
協
会
、
以
下
「
保
護
協
会
」
と
い
う
）
に
委
託
し
信
託
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
第
九
条
第
四
項
）。

　「
重
傷
補
償
金
」
に
つ
い
て
、
所
謂
「
重
傷
」
と
は
、
台
湾
刑
法
第
一
〇
条
第
四
項
の
定
義
を
準
拠
と
さ
れ
る
（
犯
罪
被
害
人
保
護
法
施

行
細
則
（
以
下
、「
保
護
法
施
行
規
則
」
と
い
う
）
第
二
条
）。
保
護
法
成
立
当
時
の
刑
法
に
よ
れ
ば
、
重
傷
と
は
、
①
片
眼
又
は
双
眼
視
力
の

喪
失
、
②
片
耳
又
は
双
耳
聴
力
の
喪
失
、
③
言
語
能
力
、
味
覚
能
力
又
は
嗅
覚
能
力
の
喪
失
、
④
一
肢
以
上
の
機
能
の
喪
失
、
⑤
生
殖
機
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能
の
喪
失
、
⑥
そ
の
他
身
体
又
は
健
康
に
於
け
る
重
大
な
不
治
又
は
難
治
の
傷
害
、
を
い
う
。
こ
の
定
義
は
主
に
身
体
法
益
を
侵
害
す
る

事
件
に
お
い
て
、
特
に
、
普
通
傷
害
罪
と
重
傷
害
罪
と
区
別
す
る
際
に
使
わ
れ
る
た
め
、
侵
害
の
強
度
を
示
す
身
体
機
能
の
損
傷
の
程
度

が
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
重
傷
の
定
義
は
性
的
自
由
の
侵
害
と
共
に
身
体
的
・
精
神
的
侵
害
も
伴
っ
て
い
る
補
償
の
対
象
と
な
る
性
犯

罪
事
件
に
お
い
て
は
問
題
が
あ
っ
た
。
性
的
自
由
が
侵
害
さ
れ
、
精
神
的
な
苦
痛
を
も
た
ら
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
た
身
体

的
・
精
神
的
被
害
は
身
体
・
器
官
の
機
能
喪
失
、
又
は
不
治
・
難
治
の
傷
害
ま
で
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
被
害
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
補

償
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
刑
法
改
正
で
、「
喪
失
」
の
文
言
は
「
喪
失
又
は
重
大
な
減
損
」
に
換
え
ら
れ
、
重

傷
定
義
を
援
用
す
る
保
護
法
の
適
用
範
囲
が
拡
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
性
犯
罪
被
害
事
件
に
お
け
る
適
用
問
題
は
依
然
と
し
て
残

さ
れ
て
い
た
。

㈢
　
補
償
金
の
減
額
及
び
調
整

1　

補
償
金
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合

　
保
護
法
の
第
一
〇
条
で
は
、
補
償
金
の
減
額
・
不
支
給
に
つ
い
て
、
日
本
法
と
類
似
す
る
規
定
が
あ
る
。
ま
ず
、
被
害
者
に
は
そ
の
被

害
に
つ
き
、
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
あ
っ
た
と
き
、
補
償
金
の
一
部
又
は
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
は
日
本

と
同
様
で
あ
る
。
保
護
法
施
行
規
則
第
七
条
に
例
示
さ
れ
た
被
害
者
が
強
暴
、
脅
迫
、
侮
辱
な
ど
不
正
当
な
行
為
に
よ
っ
て
犯
罪
を
誘
発

す
る
こ
と
と
、
被
害
者
が
当
該
犯
罪
行
為
を
承
諾
し
、
あ
る
い
は
、
教
唆
し
、
又
は
幇
助
す
る
行
為
が
あ
っ
た
（
第
一
項
第
一
号
、
第
二

号
）
と
い
う
内
容
も
日
本
法
と
酷
似
し
て
い
る
。

　
一
方
、
具
体
的
な
誘
発
・
関
与
態
様
に
対
し
、
同
第
三
号
に
「
犯
罪
被
害
の
発
生
に
つ
き
被
害
者
に
過
失
が
あ
っ
た
と
き
」
と
例
示
さ

れ
て
い
る
。
台
湾
で
は
、
補
償
金
の
支
給
額
の
計
算
に
つ
い
て
、
独
自
の
算
定
法
が
な
く
、
民
事
損
害
賠
償
の
規
定
に
よ
る
こ
と
に
な
り
、

例
示
さ
れ
た
「
過
失
」
は
民
法
の
過
失
概
念
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
実
務
に
お
い
て
は
、
支
給
さ
れ
た
補
償
金
の
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金
額
は
後
の
求
償
訴
訟
に
お
い
て
民
事
裁
判
所
に
損
害
賠
償
債
権
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
裁
定
に
あ
た
り
、
民
事
裁
判
と
同
様
に

過
失
相
殺
な
ど
の
規
定
に
沿
っ
て
、
被
害
者
側
の
過
失
の
割
合
で
支
給
額
を
減
額
す
る
。

　
し
か
し
、
民
事
裁
判
で
は
、
過
失
相
殺
の
認
定
は
裁
判
官
が
自
由
な
心
証
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
補
償
金
の
額
を
決
め

る
犯
罪
被
害
人
補
償
審
議
委
員
会
（
以
下
、「
審
議
委
員
会
」
と
い
う
）
に
よ
る
決
定
に
お
い
て
算
定
基
準
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が

多
く
、
決
定
が
恣
意
的
に
行
な
わ
れ
る
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ（
8
）た。

過
失
相
殺
は
加
害
者
と
被
害
者
の
間
の
公
平
な
損
害
の
分
担
を
図

る
た
め
の
制
度
で
あ
る
が
、
被
害
者
支
援
制
度
と
し
て
の
補
償
制
度
に
お
い
て
、
民
事
法
上
の
損
害
分
担
の
考
え
を
と
る
べ
き
か
ど
う
か

は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
上
記
以
外
に
、
保
護
法
第
一
〇
条
第
二
号
で
は
、「
被
害
者
又
は
遺
族
と
犯
罪
行
為
者
の
関
係
及
び
そ
の
他
の
事
情
を
斟
酌
し
、
一
般

社
会
通
念
に
よ
れ
ば
、
補
償
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
い
と
認
め
る
場
合
」
に
、
不
支
給
に
す
る
と
い
う
一
般
規
定
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
保
護
法
に
は
、
親
族
間
犯
罪
に
つ
い
て
、
日
本
法
の
よ
う
な
補
償
金
の
還
流
を
防
ぐ
た
め
の
原
則
不
支
給
の
規
定
が
設
け
ら

れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
一
般
規
定
に
よ
り
支
給
の
当
否
を
個
別
に
判
断
し
対
応
す
る
こ
と
に
な（
9
）る。

し
か
し
、
審
議
委
員
会
は
経
済
的
に
恵

ま
れ
て
い
る
被
害
者
の
請
求
に
対
し
、
安
易
に
「
一
般
社
会
通
念
」
と
い
う
曖
昧
な
概
念
を
根
拠
に
し
て
一
部
不
支
給
・
全
部
不
支
給
の

決
定
を
す
る
た
め
、
学
者
か
ら
の
批
判
が
な
さ
れ
）
10
（

た
。

2　

損
害
賠
償
と
の
関
係
及
び
併
給
調
整

　
多
く
の
立
法
例
と
同
様
に
、
他
の
公
的
救
済
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
給
の
調
整
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
同
一
事
件

に
つ
き
、
同
一
補
償
申
請
者
に
社
会
保
険
給
付
が
さ
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
他
の
法
律
に
よ
り
、
金
銭
給
付
が
受
け

ら
れ
る
場
合
に
は
、
補
償
金
か
ら
そ
れ
ら
の
価
額
が
減
額
さ
れ
る
（
保
護
法
第
一
一
条
）。
す
で
に
補
償
金
が
支
給
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ

の
価
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
第
一
三
条
第
一
号
）。
所
謂
社
会
保
険
と
は
主
に
労
働
者
保
険
、
公
務
員
教
師
保
険
、
自
動
車

強
制
自
賠
責
保
険
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
保
険
制
度
を
指
）
11
（
す
。
こ
の
規
定
か
ら
、
保
護
法
は
原
則
と
し
て
補
塡
さ
れ
た
損
害
を
補
償
し
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な
い
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
他
の
社
会
安
全
制
度
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
補
償
制
度
を
最
後
の
頼
り
と
す
る
狙
い
も
窺
え

る
。

　
し
か
し
、
近
年
、
補
償
金
に
は
多
額
の
調
整
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
調
整
に
よ
り
不
支
給
と
な
っ
た
事
例
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
国
の

支
援
が
薄
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は
、
諸
保
険
制
度
の
う
ち
、
特
に
適
用
範
囲
が
拡
張
さ
れ
て
き

た
国
民
健
康
保
険
と
二
〇
〇
八
年
に
成
立
し
た
国
民
年
金
保
険
が
整
備
さ
れ
、
調
整
す
べ
き
価
額
が
上
昇
し
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
近
時
、
一
部
の
社
会
保
険
の
給
付
を
調
整
か
ら
除
外
す
る
議
論
が
見
受
け
ら
れ
）
12
（
る
。

　
ま
た
、
申
請
者
が
同
一
事
件
に
つ
き
損
害
賠
償
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
の
分
が
減
額
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
（
同
第
一
一
条
参
照
）。

こ
れ
も
、
損
害
補
塡
を
重
視
す
る
保
護
法
が
、
損
害
の
す
で
に
補
塡
さ
れ
た
部
分
に
対
し
補
償
を
し
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

㈣
　
補
償
金
の
申
請
手
続
と
裁
定
機
関

　
補
償
金
の
裁
定
は
、
各
地
方
裁
判
所
及
び
そ
の
支
所
の
検
察
）
13
（

署
に
設
置
さ
れ
る
審
議
委
員
会
が
行
な
う
。
審
議
委
員
会
は
地
方
検
察
署

の
検
察
長
（
日
本
の
検
事
正
に
相
当
す
る
）
が
主
任
委
員
を
兼
任
し
、
検
察
長
が
検
察
官
、
あ
る
い
は
、
法
律
・
医
学
又
は
そ
の
他
関
連
す

る
専
門
分
野
か
ら
六
か
ら
一
〇
人
の
委
員
を
選
び
、
合
意
制
の
委
員
会
を
組
織
す
る
（
保
護
法
第
一
四
条
第
三
項
）。

　
補
償
金
の
申
請
は
、
犯
罪
被
害
を
知
っ
て
か
ら
二
年
以
内
又
は
犯
罪
被
害
が
発
生
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
、
申
請
権
者
が
書
面
に
よ
り
、

所
定
事
項
を
明
記
し
犯
罪
地
の
審
議
委
員
会
に
提
出
し
て
行
な
う
（
同
第
一
五
、
第
一
六
条
）。
医
療
費
と
葬
祭
費
の
補
償
は
実
費
補
塡
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
を
申
請
す
る
際
、
実
際
に
支
出
し
た
事
実
を
証
明
す
る
書
面
の
提
出
が
必
要
に
な
る
。
原
則
と
し
て
、
審
議
委
員
会
は

申
請
を
受
け
て
か
ら
三
か
月
以
内
に
補
償
の
決
定
を
作
成
す
る
（
同
第
一
七
条
）。
実
務
に
お
い
て
、
審
議
委
員
会
の
招
集
回
数
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
地
方
検
察
署
に
配
属
さ
れ
る
検
察
事
務
官
が
提
出
さ
れ
た
資
料
と
事
件
の
事
実
を
も
と
に
補
償
決
定
案
を
作
成
し
、
最
終

的
に
審
議
委
員
会
が
こ
れ
を
審
査
し
、
決
定
す
る
こ
と
が
多
い
。



法学政治学論究　第97号（2013.6）

132

　
申
請
者
が
地
方
の
審
議
委
員
会
の
決
定
を
不
服
と
す
る
場
合
、
書
面
を
も
っ
て
高
等
裁
判
所
及
び
そ
の
支
所
に
設
置
さ
れ
る
犯
罪
被
害

者
補
償
覆
審
委
員
会
に
再
審
議
の
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
再
審
議
を
不
服
と
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
覆
審
委
員
会
が
法
定
期
間
内
に
決

定
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
と
し
て
、
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
第
一
八
、
一
九
条
）。

㈤
　
犯
罪
被
害
者
保
護
機
構

　
保
護
法
は
補
償
を
扱
う
の
み
な
ら
ず
、
第
二
九
条
で
は
被
害
者
の
直
接
的
な
支
援
を
目
的
と
し
た
組
織
に
関
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
創
立
さ
れ
た
の
は
保
護
協
会
で
あ
る
。
保
護
協
会
は
現
在
、
台
湾
全
土
・
福
建
省
金
門
県
及
び
連
江
県
に

お
い
て
、
総
会
支
会
合
計
二
一
の
拠
点
を
持
ち
、
補
償
金
申
請
の
協
力
を
含
め
八
つ
の
分
野
の
業
）
14
（
務
を
推
進
し
て
い
）
15
（
る
。
そ
の
支
援
対
象

者
は
基
本
的
に
被
害
者
補
償
制
度
の
対
象
者
と
同
様
で
あ
る
が
、
補
償
金
の
申
請
権
者
に
限
ら
れ
て
い
な
）
16
（

い
。
二
〇
〇
九
年
の
法
改
正
で
、

性
犯
罪
被
害
者
補
償
金
の
新
設
に
伴
い
、
性
犯
罪
の
被
害
者
が
新
た
に
支
援
の
範
囲
に
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
家
庭
内
暴
力
又
は
人
身
売

買
の
被
害
者
、
そ
し
て
、
児
童
・
少
年
の
被
害
者
も
対
象
者
に
加
え
ら
れ
た
。

　
保
護
協
会
は
民
間
の
財
団
法
人
で
あ
り
な
が
ら
、
法
務
部
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
官
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
た
め
、
政
府
や
官
署
と
の

連
携
が
し
や
す
い
。
例
え
ば
、
検
察
署
が
被
害
者
の
死
亡
し
た
事
件
を
保
護
協
会
に
通
知
す
る
制
度
が
成
立
し
、
協
会
に
よ
る
遺
族
へ
の

迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
協
会
運
営
の
財
源
に
つ
い
て
、
民
間
に
よ
る
寄
付
の
他
に
、
国
（
法
務
部
・
内
政

部
）
の
予
算
が
そ
の
一
つ
と
し
て
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
第
二
九
条
第
三
項
第
一
号
）。
近
年
で
は
、
条
件
付
起
訴
猶
予
制
度
及
び

司
法
取
引
判
決
（
所
謂
「
協
商
判
決
」）
に
よ
る
犯
罪
者
の
寄
付
金
が
財
源
の
一
部
と
な
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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三
　
近
年
の
法
改
正
と
そ
の
検
討

㈠
　
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
補
償

　
第
二
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
制
定
当
初
の
保
護
法
で
は
、
補
償
金
の
種
類
は
、「
遺
族
補
償
金
」
と
「
重
傷
補
償
金
」
の
二
種
類
し

か
な
か
っ
た
た
め
、
性
犯
罪
被
害
者
の
受
け
た
被
害
が
刑
法
の
定
め
る
重
傷
の
定
義
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
重
傷
被
害
者
と
し
て
補
償
の

対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
性
犯
罪
被
害
者
の
被
っ
た
精
神
的
障
害
は
「
健
康
に
重
大
な
不
治
又
は
難
治
の
傷
害
」
と
し
て
認
定

さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
認
め
ら
れ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　
被
害
者
補
償
制
度
施
行
か
ら
二
〇
〇
九
年
四
月
ま
で
の
資
料
に
よ
る
と
、
性
犯
罪
被
害
者
の
提
出
し
た
申
請
は
僅
か
一
七
件
（
死
亡
補

償
金
四
件
、
重
傷
補
償
金
一
三
件
）
で
あ
り
、
未
決
四
件
と
取
下
げ
二
件
を
除
き
、
支
給
さ
れ
た
の
は
五
件
し
か
な
く
、
支
給
し
な
い
と
さ

れ
た
六
件
の
理
由
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
重
傷
」
の
定
義
に
合
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
）
17
（

た
。
身
体
的
・
精
神
的
被
害
が
重
傷
に

達
し
て
い
な
い
性
犯
罪
の
被
害
者
は
、「
性
侵
害
犯
罪
防
止
法
」（
性
侵
害
犯
罪
防
治
法
。
以
下
、「
性
犯
罪
防
止
法
」
と
い
う
）
に
よ
り
、
医
療

費
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
な
ど
の
補
助
金
を
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
支
出
の
一
部
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、

心
身
の
健
康
被
害
に
よ
っ
て
仕
事
に
支
障
が
出
て
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
や
、
生
活
の
出
費
が
増
加
す
る
こ
と
に
対
す
る
支
援
は
十
分
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
二
〇
〇
九
年
の
保
護
法
改
正
の
際
、
性
犯
罪
被
害
者
の
受
け
た
心
身
の
苦
痛
の
程
度
は
重
傷
の
被
害
者
と
比
べ
て
劣
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
以
上
の
苦
痛
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
た
め
、
性
犯
罪
被
害
者
を
制
度
に
よ
っ
て
保
護
し
、
そ
の
苦
痛
と
経
済
的
危
機
を
緩
和
す

る
必
要
が
あ
）
18
（

る
と
考
え
ら
れ
、
性
犯
罪
被
害
者
を
保
護
法
に
よ
る
補
償
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
三
条
第
一
項
第
二
号
、
第
五
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条
第
一
項
第
三
）
19
（

号
）。
具
体
的
に
は
「
性
侵
害
補
償
金
」
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
給
付
項
目
と
金
額
は
重
傷
被
害
者
と
同
じ
内
容
と
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
性
犯
罪
被
害
者
は
、
医
療
費
の
他
に
、
性
犯
罪
行
為
に
よ
り
喪
失
又
は
減
少
し
た
労
働
能
力
、
あ
る
い
は
増
加
し
た
生
活
上
の

費
用
に
つ
い
て
も
補
償
金
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
同
第
九
条
第
一
項
第
四
号
）。
こ
の
改
正
で
は
、
申
請
資
格
に
制
限
が
設
け
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
被
害
程
度
を
問
わ
ず
、
保
護
法
が
定
め
る
罪
種
に
該
当
す
る
被
害
者
で
あ
れ
ば
受
給
資
格
が
あ
り
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
こ
れ
が
性
侵
害
補
償
金
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
性
犯
罪
被
害
者
を
重
傷
被
害
者
と
比
較
し
、
前
者
に
対
す
る
補
償
が
後
者
に
劣
ら
な
い
よ
う
、
補
償
項
目
・
金
額
に
つ
い
て
両
者
を
同

列
に
扱
よ
う
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
改
正
理
由
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
性
犯
罪
被
害
者
は

被
害
者
遺
族
や
重
傷
被
害
者
と
は
違
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
も
の
と
し

て
扱
っ
た
今
回
の
改
正
に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
）
20
（

る
。

　
も
っ
と
も
、
性
犯
罪
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
は
死
亡
し
た
被
害
者
の
遺
族
と
重
傷
被
害
者
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
犯
罪
に
よ
っ
て

経
済
的
な
困
窮
に
陥
り
か
ね
な
い
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
違
い
は
な
く
、
性
犯
罪
に
よ
る
精
神
的
被
害
が
も
た
ら
し
た
経
済
的
打
撃
を
考
慮
す

れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
性
犯
罪
被
害
の
程
度
を
問
わ
な
い
寛
大
な
制
度
設
計
は
、
重
傷
で
な
け
れ
ば
補
償
し
な
い
と
い
う
旧
法

時
代
の
欠
点
を
取
り
除
き
、
よ
り
手
厚
い
経
済
的
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
本
改
正
で
性
犯
罪
被
害
者
を
明
確
に

保
護
の
範
囲
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
直
接
的
な
支
援
を
目
的
と
し
た
保
護
協
会
は
補
償
以
外
に
つ
い
て
も
、
被
害
者
ご
と
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
支
援
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
点
を
被
害
者
支
援
の
緻
密
化
を
図
る
観
点
か
ら
見
る
と
、
評
価
に

値
す
る
法
改
正
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
前
述
の
通
り
、
性
犯
罪
防
止
法
で
は
、
被
害
者
の
経
済
的
支
援
に
関
す
る
規
定
が
若
干
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
保
護
法
よ
り

一
年
前
の
一
九
九
七
年
に
成
立
し
た
性
犯
罪
抑
制
措
置
・
被
害
者
支
援
を
含
め
た
総
合
的
性
犯
罪
対
策
特
別
法
で
あ
る
。
性
犯
罪
防
止
法

第
一
九
条
と
内
政
部
の
制
定
し
た
補
助
金
支
給
の
基
本
原
）
21
（
則
に
よ
れ
ば
、
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
補
助
の
項
目
は
①
医
療
費
、
②
心
理
療
法
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（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
費
用
、
③
訴
訟
費
用
と
弁
護
士
費
用
、
④
緊
急
生
活
費
用
、
⑤
地
方
政
府
の
規
定
に
列
挙
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
、
と

さ
れ
て
い
）
22
（

る
。
肝
心
な
医
療
費
・
心
理
療
法
費
用
に
関
し
、
ま
ず
、
医
療
費
は
国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
項
目
（
受
付
料
、
診

断
書
発
行
料
を
含
む
）
を
指
し
、
最
高
三
〇
〇
〇
元
（
約
一
万
円
）
と
さ
れ
る
。
原
則
的
に
当
該
性
的
被
害
に
よ
り
支
出
す
る
こ
と
と
な
っ

た
医
療
費
の
み
補
助
さ
れ
る
が
、
治
療
の
た
め
の
特
殊
薬
剤
、
毒
物
薬
物
検
査
、
入
院
部
屋
の
差
額
、
食
事
代
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
給

付
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
）
23
（

る
。
心
理
療
法
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
、
一
般
医
療
機
関
に
よ
る
診
療
の
場
合
で
は
、

国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
項
目
と
し
て
、
地
方
自
治
体
の
制
定
し
た
規
定
に
準
じ
て
補
助
す
る
と
さ
れ
る
。
首
都
圏
に
あ
る
台

北
市
及
び
新
北
市
（
台
北
県
）
の
規
定
を
例
と
す
れ
ば
、
受
付
料
、
自
由
診
療
に
属
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
及
び
グ
ル
ー
プ
療
法
費
用
、

心
理
学
的
検
査
、
及
び
薬
剤
の
保
険
外
負
担
が
補
助
範
囲
と
さ
れ
て
い
）
24
（
る
。
福
祉
機
構
・
団
体
の
専
門
家
に
よ
る
心
理
療
法
の
場
合
で
は
、

内
政
部
の
原
則
に
示
さ
れ
る
最
高
額
と
し
て
、
被
害
者
本
人
の
た
め
の
心
理
療
法
は
毎
時
一
二
〇
〇
元
で
、
年
四
八
時
間
ま
で
（
合
計
五

万
七
六
〇
〇
元
、
約
一
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
補
助
し
、
家
族
療
法
は
毎
時
一
六
〇
〇
元
で
、
毎
人
毎
年
二
四
時
間
ま
で
（
合
計
三
万
八
四
〇
〇
元
、

約
一
一
万
六
〇
〇
〇
円
）
補
助
さ
れ
）
25
（
る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
全
国
統
計
に
よ
れ
ば
、
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る
性
犯
罪
防
止

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
証
拠
採
取
及
び
医
療
扶
助
」
を
受
け
た
延
べ
人
数
は
平
均
年
間
二
〇
七
九
人
で
あ
り
、「
心
理
相
談
及
び
助
言
指

導
」
を
受
け
た
の
は
九
一
二
四
人
で
あ
る
。
支
出
さ
れ
た
補
助
金
の
年
平
均
は
医
療
補
助
金
が
約
五
四
〇
元
（
約
一
六
五
〇
万
円
）
で
あ

り
、
心
理
療
法
補
助
金
が
約
九
二
〇
万
元
（
約
二
七
九
〇
万
円
）
で
あ
）
26
（

る
。
身
体
的
医
療
・
検
査
よ
り
、
心
理
療
法
な
ど
精
神
的
な
被
害

回
復
の
需
要
の
高
さ
が
窺
え
る
。

　
性
犯
罪
被
害
者
は
同
一
被
害
に
つ
き
、
保
護
法
に
よ
る
補
償
と
性
犯
罪
防
止
法
に
よ
る
補
助
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
性
犯
罪
防

止
法
に
よ
る
通
報
制
）
27
（
度
を
通
じ
、
各
自
治
体
の
性
犯
罪
防
止
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
被
害
者
へ
の
早
期
支
援
が
さ
れ
や
す
く
、
被
害
者
の
同
法

に
よ
る
補
助
金
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
保
護
法
施
行
規
則
第
八
条
第
二
款
に
よ
れ
ば
、
性
犯
罪
防
止
法

に
よ
る
補
助
金
が
補
償
金
の
調
整
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
す
で
に
支
給
さ
れ
た
補
助
金
の
額
が
減
額
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
性
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犯
罪
防
止
法
に
よ
る
給
付
を
優
先
さ
せ
る
意
味
が
窺
え
る
と
は
い
え
、
両
法
律
に
よ
る
経
済
的
支
援
が
必
ず
し
も
排
斥
し
あ
う
も
の
で
は

な
い
。
両
法
律
の
内
容
は
異
な
っ
て
お
り
、
保
護
法
に
は
逸
失
利
益
・
増
加
し
た
生
活
費
用
へ
の
補
償
と
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
補
償
と

い
う
性
犯
罪
防
止
法
に
は
な
い
項
目
が
設
け
ら
て
お
り
、
被
害
者
が
そ
の
都
合
に
よ
り
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
性
侵
害

補
償
金
が
決
定
さ
れ
た
人
数
の
推
移
を
見
る
と
、
法
改
正
の
翌
年
は
一
二
人
で
、
そ
の
翌
年
の
二
〇
一
一
年
は
一
二
〇
人
ま
で
増
加
し
、

支
給
さ
れ
る
金
額
が
三
二
三
七
万
台
湾
元
（
約
九
八
〇
〇
万
円
。
一
人
当
た
り
約
八
一
万
七
〇
〇
〇
）
28
（

円
）
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
成

立
前
の
申
請
裁
定
状
況
と
併
給
調
整
を
含
め
て
勘
案
す
れ
ば
、
制
度
の
必
要
性
が
確
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

㈡
　
補
償
項
目
と
し
て
精
神
慰
撫
金
（
慰
謝
料
）
の
新
設

　
旧
法
の
定
義
規
定
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
被
害
者
補
償
金
と
は
、
国
家
が
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
者
の
損
失
を
補
償
す
る
金
銭

を
い
う
（
旧
第
三
条
参
照
）。
民
事
法
の
損
害
補
償
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
命
や
身
体
が
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
や
そ

の
遺
族
は
、
行
為
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
る
際
に
、
精
神
上
の
苦
痛
の
損
害
賠
償
と
し
て
、
慰
謝
料
（
所
謂
「
精
神
慰
撫
金
」）
を
請

求
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
保
護
法
は
損
失
補
償
の
側
面
を
強
調
し
、
補
償
項
目
の
設
定
も
民
法
の
損
害
賠
償
項
目
を
参
酌
し
て
設
計

さ
れ
）
29
（
た
。
し
か
し
、
精
神
慰
撫
金
は
民
法
の
損
害
賠
償
の
項
目
の
一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
法
当
時
は
政
府
財
政
へ
の
圧
迫
を

避
け
る
た
め
に
、
こ
れ
が
補
償
項
目
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
）
30
（

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
の
改
正
で
、
被
害
者
の
精
神
的
苦
痛
を
保
護
す
る

と
い
う
理
）
31
（
由
で
、
補
償
項
目
に
上
限
額
四
〇
万
台
湾
元
の
「
精
神
慰
撫
金
」（
以
下
、「
慰
撫
金
」
と
い
う
）
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
第
九
条
第
一
項
第
五
号
）。
慰
撫
金
を
申
請
で
き
る
の
は
、
精
神
的
苦
痛
の
強
い
性
犯
罪
被
害
者
だ
け
で
は
な
く
、
重
傷
被
害
者
や
被
害
者

遺
族
も
含
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
慰
撫
金
の
給
付
額
は
精
神
的
苦
痛
と
い
う
抽
象
的
事
実
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る
た
め
、
基
準
の
具
体
化
が
難
し
く
、
審
議
委

員
会
の
算
定
に
支
障
が
出
か
ね
な
い
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
）
32
（

る
。
確
か
に
、
民
事
の
損
害
賠
償
概
念
を
用
い
て
慰
撫
金
と
い
う
補
償
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項
目
を
創
設
し
た
以
上
、
そ
の
裁
定
は
民
事
法
の
影
響
を
避
け
ら
れ
な
い
。
民
事
裁
判
の
実
務
に
お
い
て
は
、
慰
撫
金
算
定
の
際
に
、
被

害
者
の
受
け
た
苦
痛
の
程
度
だ
け
で
な
く
、
加
害
者
・
被
害
者
両
方
の
経
済
状
況
、
社
会
地
位
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
、

過
失
程
度
な
ど
権
利
侵
害
事
実
（
＝
犯
罪
事
実
）
ま
で
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
他
の
補
償
項
目
と
比
べ
、
よ
り
人
的
・
時
間

的
な
資
源
が
掛
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
被
害
者
補
償
制
度
発
足
以
降
、
裁
定
処
理
期
間
に
対
す
る
批
判
は
多
く
、
法
で
は
三
か
月
以
内
と

す
る
訓
示
規
定
が
あ
る
が
、
実
際
に
三
か
月
以
内
に
裁
定
し
た
件
数
は
全
体
の
三
割
程
度
、
一
年
以
上
掛
か
る
件
数
は
一
五
・
二
％
に
も

達
し
て
い
）
33
（
る
。
こ
う
し
た
手
続
の
遅
延
問
題
は
慰
撫
金
の
新
設
で
一
層
深
刻
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
支
給
項
目
の
新
設
は
申
請
で
き
る
補
償
金
総
額
を
引
き
上
げ
る
事
実
上
の
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
に
批
判
的
な
論
者
は
、
被
害
者
や
遺
族

の
苦
痛
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、
実
務
に
支
障
の
出
や
す
い
慰
撫
金
を
導
入
す
る
こ
と
よ
り
、
従
来
の
支
給
項
目
の
補
償
金
額
の
上
限
を

引
き
上
げ
る
ほ
う
が
確
実
で
あ
る
と
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
）
34
（

る
。
近
時
、
被
害
者
補
償
の
実
務
で
は
、
具
体
的
な
被
害
の
内
容
等
を
無

視
し
、
例
え
ば
、
性
犯
罪
の
場
合
、
原
則
と
し
て
既
遂
被
害
が
最
高
の
四
〇
万
元
、
未
遂
被
害
が
三
〇
万
元
と
い
う
一
律
な
基
準
を
適
用

す
る
こ
と
が
あ
）
35
（

る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
迅
速
な
裁
定
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
速
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
れ
ば
仮
補
償
金
を

支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
あ
え
て
具
体
的
な
被
害
内
容
を
無
視
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
招
き
か
ね
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
慰
撫
金
の
金
額
を
算
定
す
る
際
の
判
断
対
象
は
精
神
上
の
苦
痛
な
ど
抽
象
的
な
事
実
が
多
く
、
往
々
に
し
て
判
断
者
に
よ
り

認
定
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
補
償
金
に
対
す
る
求
償
権
が
行
使
さ
れ
る
際
、
同
じ
認
定
（
判
断
）
が
民
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

る
保
障
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
求
償
が
重
視
さ
れ
る
台
湾
の
被
害
者
補
償
実
務
に
お
い
て
、
判
断
の
格
差
（
特
に
、
事
実
を
無
視
し

一
律
な
基
準
を
適
用
す
る
場
合
）
は
い
か
に
し
て
埋
め
ら
れ
る
の
か
、
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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㈢
　
外
国
人
被
害
者
へ
の
制
度
適
用

　
中
華
民
国
（
台
湾
）
領
域
に
て
外
国
人
犯
罪
被
害
に
対
す
る
保
護
法
の
適
用
に
関
し
て
は
、
旧
法
の
第
三
三
条
に
「
被
害
者
が
外
国
人

で
あ
る
場
合
は
相
互
主
義
に
基
づ
い
て
適
用
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
被
害
者
の
出
身
国
の
制
度
に
よ
っ
て
制
度
の
適
用
が
異

な
っ
て
い
た
。
こ
の
二
〇
年
間
に
社
会
・
経
済
の
急
速
的
な
発
展
と
政
府
の
積
極
的
な
開
放
政
策
に
よ
っ
て
外
国
と
の
交
流
が
一
層
盛
ん

に
な
り
、
そ
の
結
果
、
外
国
人
の
犯
罪
被
害
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
華
民
国
国
民
の
配
偶
者
で
、
中
華
民
国
国
籍
を
取

得
し
て
い
な
い
中
国
大
陸
・
香
港
・
マ
カ
オ
地
域
出
身
の
配
偶
者
及
び
そ
の
他
の
外
国
人
籍
の
者
、
あ
る
い
は
、
就
労
し
て
い
る
外
国
人

労
働
者
の
被
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
二
〇
〇
九
年
の
改
正
は
、
補
償
金
、
社
会
援
助
及
び
民
事
損
害
賠
償
の
申
請
手
続
へ
の
協
力
を
除
き
、
上
記
の
外
国
人
被
害
者
を
保
護

協
会
に
よ
る
支
援
業
務
の
対
象
者
に
加
え
た
（
保
護
法
第
三
〇
条
第
二
款
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
外
国
人
被
害
者
へ
の
支
援
が
よ
り
充
実
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
対
象
者
と
な
っ
た
の
は
中
華
民
国
国
民
の
外
国
人
配
偶
者
と
台
湾
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
労
働
者

に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
・
協
力
が
目
的
で
あ
る
の
な
ら
、
人
道
的
な
視
点
に
基
づ
き
、
在
留
資
格
を
限
定
す
べ

き
で
は
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
）
36
（

た
。

　
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
の
条
文
は
二
〇
一
一
年
の
法
改
正
で
、「
人
権
保
障
に
は
国
境
が
な
く
、
滞
在
す
る
外
国
籍
や

無
国
籍
の
被
害
者
が
過
不
足
な
く
平
等
な
待
遇
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
し
、
犯
罪
被
害
者
の
人
権
保
障
を
よ
り
周
密
さ
せ
）
37
（

る
」
と
い

う
理
由
で
削
除
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
前
掲
第
一
三
条
相
互
主
義
条
文
も
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
改
正
の
背
景
と
し
て

は
国
際
交
流
の
増
加
と
政
府
当
局
の
掲
げ
る
「
人
権
立
国
」
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
二
〇
〇
九
年
に
中
華
民
国
政
府
が
「
市
民

的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
と
「
経
済
的
・
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
を
国
内
法
化
し
た
こ
と
も

大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
）
38
（
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
在
住
状
況
・
出
身
国
・
在
留
資
格
を
問
わ
ず
、
出
身
国
に
お
い
て
中
華
民
国
国
民
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に
対
し
同
様
の
保
護
が
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
も
関
係
な
く
、
中
華
民
国
で
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
重
傷
又
は
性
的
被
害
を
受
け
た
外
国

人
被
害
者
、
犯
罪
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
外
国
人
被
害
者
の
遺
族
は
、
保
護
協
会
に
よ
る
支
援
の
対
象
者
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
補
償
金
の

受
給
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
外
国
人
へ
の
補
償
金
支
給
に
つ
い
て
、
論
者
の
中
に
は
、
補
償
金
給
付
と
そ
れ
以
外
の
支
援
が
異
な
る
性
質
を
有
し
、
人
道
的
な
視
点

か
ら
補
償
以
外
の
支
援
は
最
大
限
に
提
供
す
べ
き
だ
が
、
両
者
の
混
同
は
妥
当
で
な
い
、
ま
た
、
補
償
金
支
給
は
社
会
共
同
生
活
者
の
連

帯
責
任
と
危
険
分
散
に
基
づ
き
税
金
を
使
う
こ
と
な
の
で
、
国
は
国
民
の
安
全
と
生
存
権
を
保
障
す
る
以
外
責
任
を
持
た
ず
、
納
税
義
務

の
な
い
外
国
人
の
み
な
ら
ず
、
中
国
大
陸
の
人
に
対
し
て
も
補
償
金
を
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
と
批
判
す
る
向
き
も
あ
）
39
（

る
。
一
方
、
理
論

的
問
題
の
他
、
実
務
面
で
は
、
補
償
金
の
裁
定
に
欠
か
せ
な
い
被
害
者
収
入
査
定
は
国
内
の
公
的
資
料
が
な
い
場
合
で
は
難
し
い
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
思
う
に
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
か
ら
直
ち
に
外
国
人
へ
の
補
償
金
給
付
を
否
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
反
対
理
由

や
直
面
す
る
問
題
は
、
台
湾
の
保
護
法
が
立
法
に
際
し
て
参
考
に
し
た
日
本
の
犯
給
制
度
が
非
在
住
外
国
人
に
給
付
金
を
認
め
な
い
理
由

と
重
な
る
と
こ
ろ
も
多
）
40
（
く
、
反
対
理
由
を
含
め
て
、
外
国
人
被
害
者
に
給
付
す
る
金
銭
の
性
質
、
給
付
項
目
と
算
定
方
法
な
ど
を
改
め
て

検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

四
　
制
度
運
営
の
状
況
と
そ
の
検
討

㈠
　
実
施
状
況

　
被
害
者
補
償
制
度
が
成
立
し
た
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
処
理
状
況
を
概
観
す
る
と
（
表
一
参
照
）、
申
請
件
数
は
毎
年
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約
六
〇
〇
件
か
ら
九
〇
〇
件

だ
と
分
か
る
。
二
〇
〇
二
年

の
監
察
院
の
調
査
報
告
を
始

め
、
補
償
金
対
象
事
件
の
範

囲
が
狭
す
ぎ
る
と
の
指
摘
は

あ
る
。
そ
の
論
拠
は
、
要
す

る
に
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
被
害

事
件
の
う
ち
、
被
害
者
ま
た

は
そ
の
遺
族
が
保
護
法
の

「
被
害
者
」
と
認
定
さ
れ
補

償
金
が
申
請
で
き
る
の
は
ほ

ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
）
41
（

る
。

　
し
か
し
、
保
護
法
の
国
会

審
議
段
階
で
、
補
償
に
よ
る

国
家
財
政
へ
の
影
響
を
め
ぐ

り
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た

結
果
、
被
害
類
型
と
支
給
上

限
な
ど
一
定
の
制
限
が
設
け

表一　1998 ～ 2011 年犯罪被害補償案件処理状況

処　理　件　数

年 犯罪被害補償金申請
仮補償
金申請
（件）

補償金
返還
（件）

求償権行使
求
償
率

合
　
計

補償決定 合

計

履行完済 債権証書取得

件数 決定率 金額 件 金額 件 金額

1998 8 0 -- -- 5 -- 0 -- -- -- -- --

1999 490 215 43.8% 10,315 25 -- 4 2 46 0 -- 0.4%

2000 853 410 48.0% 19,717 22 1 195 3 81 10 1,917 10.2%

2001 701 258 36.8% 14,651 24 6 380 12 493 70 6,006 44.9%

2002 912 291 31.9% 14,309 11 17 337 24 877 162 10,001 78.4%

2003 928 348 37.5% 12,605 11 18 259 29 843 152 10,124 91.5%

2004 817 294 35.9% 10,602 10 16 265 23 536 184 10,020 103.6%

2005 739 271 36.6% 8,727 8 12 289 36 781 183 10,696 135.5%

2006 730 216 29.5% 6,154 4 15 223 33 1,408 131 7,343 163.5%

2007 603 167 27.6% 6,367 6 12 141 20 498 89 3,775 70.6%

2008 615 196 31.8% 8,367 6 15 170 19 377 108 5,097 68.9%

2009 796 203 25.5% 8,083 9 12 191 22 1,606 139 7,353 ―

2010 817 243 29.7% 11,255 4 11 243 33 1,100 180 10,657 ―

2011 849 342 40.1% 14,957 2 27 206 20 662 143 7,848 ―

註 ： （1）法務部「中華民国一〇〇年法務統計年報」71 頁、法務部「九八年五月法務統計専題分
析」（二〇〇九年）23 頁の資料に基づいて筆者が編集した。（2）金額の単位は万台湾元。（3）
犯罪被害補償金の申請決定率は筆者が算出した。（4）2009 年以降の求償率は公表されていな
い。公表された求償率の算式：求償率＝求償する金額／（決定された補償金額－返還された補
償金）× 100。
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ら
れ
、
範
囲
が
多
少
限
定
さ
れ
た
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
批
判
は
必
ず
し
も
正
鵠
を

射
た
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
）
42
（

う
。
そ
も
そ
も
、
す
べ
て
の
罪
種
の
被
害
者
に
補
償
金
受
給
の
地
位

を
与
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
犯
罪
に
よ
り
被
っ
た
損
失
を
す
べ
て
保
護
法
に
よ
り
補
償
す
る
こ
と
は
、

保
護
法
本
来
の
目
的
で
は
な
い
。
同
一
申
請
者
か
つ
同
一
被
害
事
件
に
つ
き
、
そ
の
他
の
社
会
保
険
が

支
給
さ
れ
た
場
合
に
行
な
わ
れ
る
併
給
調
整
は
、
被
害
者
補
償
制
度
が
社
会
全
般
の
保
障
制
度
に
お
い

て
第
一
次
的
機
能
を
担
う
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
務
で
は
、
社

会
保
険
の
受
給
に
よ
り
調
整
が
行
な
わ
れ
、
補
償
金
が
ゼ
ロ
ま
で
減
額
さ
れ
た
場
合
は
申
請
を
却
下
す

る
。
統
計
を
見
る
と
、
補
償
金
申
請
の
決
定
率
が
二
〇
〇
九
年
法
改
正
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
制
度

が
成
立
し
た
後
、
社
会
保
険
・
年
金
制
度
が
次
々
と
成
立
又
は
拡
大
し
て
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
で
、

併
給
調
整
さ
れ
た
案
件
が
増
加
し
申
請
決
定
率
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
も
被
害

者
補
償
制
度
の
位
置
づ
け
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
上
述
の
併
給
調
整
の
影
響
で
も
あ
ろ
う
が
、
二
〇
〇
九
年
の
法
改
正
ま
で
の
支
給
総
額
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
法
改
正
の
影
響
で
上
昇
し
た
が
、
ピ
ー
ク
時
で
も
二
億
台
湾
元
（
約
六
億
六
〇
〇
万
円
）
未

満
で
あ
る
。
こ
れ
は
草
案
当
時
の
概
算
で
あ
っ
た
一
〇
億
以
上
の
台
湾
）
43
（
元
を
は
る
か
に
下
回
る
数
字
で

あ
り
、
後
の
予
算
編
成
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
法
改
正
の
あ
っ
た
二
〇
〇
九
年
以
降
は
と
い
う
と
、
補
償
金
の
申
請
件
数
、
決
定
件
数
、
決
定
率
が

と
も
に
上
昇
し
て
お
り
、
こ
れ
は
法
改
正
に
よ
り
性
侵
害
補
償
金
と
慰
撫
金
の
補
償
項
目
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
が
そ
の
主
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
注
目
に
値
す
る
の
が
、
二
〇
一
一
年
の
新
規
件
数

（
表
二
参
照
）
に
お
い
て
、
性
侵
害
補
償
金
が
重
傷
補
償
金
を
上
回
り
、
二
八
七
件
に
達
し
て
い
る
こ

表二　1998 ～ 2011 年犯罪被害補償案件新規受理件数

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

遺族補償金 20 651 860 746 633 723 632 589 514 442 507 592 576 399

重傷補償金 7 125 170 159 151 184 160 118 125 155 162 194 159 167

性侵害補償金 -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- 18 114 287

資料： 法務部「中華民国一〇〇年法務統計年報」73 頁、法務部「九八年五月法務統計専題分析」
（二〇〇九年）24 頁。
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と
で
あ
る
。
要
件
を
緩
和
し
た
制
度
設
計
を
行
っ
た
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
台
湾
の
被
害
者
補
償
制
度
の
運
用
に
お
け
る
特
徴
の
一
つ
が
「
求
償
」
で
あ
る
。
求
償
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
が
多
く
、
以
下
こ

の
問
題
を
切
り
口
に
し
、
現
行
制
度
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

㈡
　
求
償
権
を
め
ぐ
る
諸
問
題

1　

求
償
権
行
使
と
そ
の
成
果

　
求
償
の
根
拠
と
な
る
保
護
法
第
一
二
条
に
よ
れ
ば
、「
国
家
は
犯
罪
被
害
補
償
金
を
支
給
し
た
場
合
、
支
給
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

犯
罪
者
又
は
法
律
に
よ
っ
て
賠
償
責
任
の
あ
る
者
に
対
し
て
求
償
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
行
使
は
検
察
機
関
の
責
務
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
）
44
（

る
。
そ
の
立
法
理
由
に
は
、「
犯
罪
に
よ
る
損
害
は
、
犯
罪
行
為
者
又
は
法
律
に
よ
っ
て
賠
償
責
任
を
負
う
者
が
賠
償

す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
国
に
よ
る
補
償
支
給
は
社
会
の
安
全
を
考
慮
し
予
め
被
害
者
に
救
済
を
得
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
故
に
、
国
が
補

償
金
を
支
給
し
た
と
き
、
責
任
を
負
う
べ
き
者
に
求
償
す
る
権
利
を
有
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
加
害
者

か
ら
の
賠
償
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
本
来
、
加
害
者
が
払
う
べ
き
賠
償
の
一
部
を
国
家
が
肩
代
わ
り
し
支
給
す
る
と
い

う
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
も
台
湾
の
被
害
者
補
償
制
度
が
損
失
補
塡
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
制
度
設
計
上
は
被
害
者
に
あ
っ
た
損
害
賠
償
請
求
権
が
法
律
に
よ
っ
て
国
に
移
転
さ
れ
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
現
実
か

つ
具
体
的
な
求
償
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
保
護
法
の
参
考
と
言
わ
れ
る
日
本
法
の
第
八
条
第
二
項
に
は
類
似
し
た
条
文
が
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
求
償
権
が
積
極
的
に
行
使
さ
れ
て
い
な
）
45
（

い
。
こ
れ
に
対
し
、
台
湾
で
は
、
財
政
負
担
の
軽
減
と
国
家
債
権
行
使

の
確
保
、
並
び
に
正
義
の
実
現
の
た
め
と
い
う
理
由
で
、
求
償
権
行
使
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
）
46
（
る
。
保
護
法
と
そ
の
施
行
規
則
で
は
、

加
害
者
等
財
産
資
力
の
調
査
権
、
加
害
者
等
と
の
交
渉
の
手
続
、
保
全
の
た
め
仮
差
押
、
求
償
で
得
た
金
銭
の
処
理
な
ど
に
つ
い
て
定
め

ら
）
47
（

れ
、
そ
し
て
、
保
護
法
施
行
後
ま
も
な
く
、
法
務
部
が
度
々
行
政
通
達
を
も
っ
て
、
加
害
者
所
在
不
明
の
求
償
、
検
察
事
務
官
の
事
務
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担
当
、
求
償
実
績
考
査
制
度
、
競
売
で
売
却
で
き
な
か
っ
た
不
動
産
所
有
権
の
国
へ
の
移
転
な
ど
、
隅
々
ま
で
規
定
し
、
求
償
シ
ス
テ
ム

を
完
備
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、
求
償
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
二
〇
〇
二
年
に
国
政
調
査
権
を
有
す
る
監
察
院
は
保
護
法
の
施
行
効
果
を
調
査
し
、
当
時
、

求
償
に
よ
る
収
入
が
支
出
し
た
補
償
金
の
僅
か
一
・
八
四
％
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
低
い
求
償
成
果
に
対
し
、「
検
察
機
関
が
時
効
期
間
内

で
求
償
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
時
効
成
立
に
よ
っ
て
権
利
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
国
庫
の
損
失
を
生
じ
さ
せ
る
だ
け
で
は

な
く
、
賠
償
責
任
を
負
う
べ
き
者
が
責
任
を
果
た
さ
ず
に
済
む
よ
う
に
な
る
こ
と
で
司
法
の
威
信
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、

業
務
の
強
化
を
要
求
し
て
い
る
。
求
償
効
果
を
保
護
法
の
施
行
効
果
の
指
標
と
す
る
監
察
院
だ
け
で
な
く
、
債
権
回
収
を
補
償
金
予
算
の

執
行
成
果
と
す
る
監
察
院
審
計
部
（
会
計
検
察
院
）
も
、
毎
年
の
よ
う
に
求
償
効
果
の
低
さ
を
指
摘
し
て
き
）
48
（
た
。

　
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
背
景
に
、
積
極
的
だ
っ
た
求
償
権
行
使
が
一
層
活
発
化
し
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
間
で
は
、
民

事
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
た
債
権
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
た
求
償
率
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
た
と
い
う
現
象
す
ら
起
き
て
い
る
（
表

一
参
）
49
（

照
）。
し
か
し
、
保
護
法
施
行
の
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
平
均
求
償
率
は
六
五
・
四
％
だ
が
、
求

償
で
実
際
に
得
た
金
額
は
支
給
さ
れ
た
全
補
償
金
の
僅
か
五
・
五
％
と
い
う
低
い
水
準
に
止
ま
っ
て
い
）
50
（
る
。

2　

積
極
的
求
償
権
行
使
の
影
響

　
加
害
者
等
に
対
す
る
求
償
は
社
会
（
ま
た
は
被
害
者
）
の
正
義
感
情
の
充
実
、
国
の
財
源
の
充
実
に
繫
が
り
、
求
償
で
実
現
し
た
弁
償

を
補
償
金
予
算
に
当
て
る
こ
と
も
加
害
者
の
償
い
を
象
徴
す
る
と
い
う
意
味
を
帯
び
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
求
償
が
困
難
で
あ
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
監
察
院
の
調
査
報
告
に
お
い
て
求
償
の
難
し
さ
が
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
）
51
（

ず
、
求
償
の
動
き
が
更
に

促
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
も
い
え
る
前
述
の
平
均
求
償
率
は
監
察
院
の
調
査
時
点
と
比
べ
か
な
り
効
率
が
上
が
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
か
ら

二
〇
一
一
年
ま
で
の
統
計
に
基
づ
い
て
計
算
す
る
と
、
加
害
者
等
が
履
行
完
済
し
た
金
額
は
、
債
権
証
書
を
含
め
て
裁
判
所
の
認
め
た
求

償
総
金
額
の
九
・
二
九
％
で
し
か
な
く
、
つ
ま
り
、
国
の
債
権
の
約
九
割
が
実
現
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
）
52
（
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
求
償
権
を
行
使
し
加
害
者
等
に
賠
償
を
求
め
る
一
方
で
、
こ
れ
が
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
の
妨
げ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
勿
論
、
犯
罪
者
の
更
生
を
不
当
に
妨
げ
な
い
範
囲
で
可
能
な
限
り
賠
償
責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
、

犯
罪
者
が
犯
し
た
罪
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
繫
が
り
、
そ
れ
が
真
の
社
会
復
帰
へ
の
契
機
と
な
）
53
（
る
で
あ
ろ
う
が
、
国
の
債
権
の
九
割
が
実

現
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
求
め
ら
れ
た
賠
償
が
犯
罪
者
等
の
能
力
を
相
当
超
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
上
、
国
は
弁
済

が
な
さ
れ
て
い
な
い
債
権
に
つ
い
て
債
権
証
）
54
（

書
を
取
得
し
、
確
定
判
決
と
同
じ
効
力
を
有
す
る
債
権
証
書
を
再
び
債
権
名
義
と
し
て
、
強

制
執
行
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
犯
罪
者
が
収
監
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
支
払
い
能
力
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
労
作

金
（
作
業
賞
与
金
）
に
対
す
る
執
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
）
55
（

い
。
す
な
わ
ち
、
国
が
自
主
的
に
債
権
を
放
棄
し
な
い
限
り
（
例
え
ば
、
債
権
証

書
を
更
新
し
な
い
）、
加
害
者
等
は
完
済
す
る
ま
で
、
い
つ
ま
で
も
国
に
返
済
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
犯
罪
被
害
者
の

た
め
の
補
償
金
の
名
目
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
し
難
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
た
と
え
犯
罪
者
等
が
第
一
次
の
損
害
賠
償
責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
貫
く
と
し
て
も
、
補
償
金
の
支
給
額
と
回
収
額
を
一
致

さ
せ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
審
議
委
員
会
が
具
体
的
事
件
に
つ
い
て
情
況
を
斟
酌
し
て
か
ら
補
償
金
を
支
給
し
、
そ
し
て
検
察

側
が
加
害
者
等
を
相
手
に
民
事
訴
訟
を
起
こ
す
際
に
、
審
議
委
員
会
と
同
じ
主
張
を
し
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
不
一
致
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
審
議
委
員
会
（
又
は
担
当
す
る
検
察
事
務
官
）
が
常
に
求
償
を

意
識
す
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
思
わ
ぬ
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
は
、
補
償
金
の
算
定
は
審
議
委
員
会
が
自
ら
の
行
政
的
判
断
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
裁
判
と
異
な
る
結

果
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
算
定
す
る
た
め
（
保
護
法
第
一
七
条
に
は
司
法
機
関
の
調
査
資
料
を
斟
酌
す
べ
き
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
）、
審
議
委

員
会
が
刑
事
裁
判
の
判
決
を
待
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
後
日
行
な
わ
れ
る
求
償
裁
判
で
確
実
に
検
察
側
の
主
張
を
認
め
て
も
ら
う
た

め
、
実
費
に
基
づ
き
計
算
す
る
医
療
費
・
葬
祭
費
な
ど
費
用
の
証
明
を
厳
し
く
要
求
し
審
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、
本
来
、
被

害
者
に
支
給
し
て
か
ら
そ
の
分
を
加
害
者
に
追
及
す
る
と
さ
れ
る
べ
き
被
害
者
補
償
金
の
仕
組
み
は
、
求
償
を
意
識
す
る
審
議
委
員
会
が
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補
償
金
を
算
定
す
る
際
、
予
め
求
償
裁
判
の
結
果
を
推
測
し
、
裁
判
で
認
め
ら
れ
そ
う
な
分
だ
け
を
被
害
者
に
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
、

事
実
上
本
末
転
倒
の
発
想
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
制
度
本
来
の
意
味
を
見
誤
る
恐
れ
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
処
理
期
間
の

長
期
化
と
厳
格
な
審
査
は
申
請
者
に
悪
い
印
象
す
ら
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
状
況
に
対
し
て
、
法
務
部
は
通
達
を
も
っ
て
「
補
償
金
申
請
に
つ
い
て
は
、
司
法
機
関
の
調
査
資
料
を
斟
酌
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
そ
の
裁
定
は
起
訴
又
は
判
決
を
待
つ
必
要
は
な
い
」、「
補
償
金
の
裁
定
は
仁
愛
の
立
法
精
神
を
も
と
に
速
や
か
に
行
な
う
べ
き
で
あ

り
、
審
査
に
あ
た
り
求
償
を
唯
一
又
は
決
定
的
な
考
慮
と
す
る
べ
き
で
は
な
）
56
（
い
」
と
審
議
委
員
会
に
注
意
を
促
し
た
が
、
現
行
法
の
枠
組

み
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
考
え
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
加
害
者
等
の
完
済
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
賠
償
責
任
の
追
及
を
中
心
軸
に
し
て
成
立
し
た
と
も
言
え
る
。
し
か

し
、
そ
の
裏
に
働
い
て
い
る
発
想
は
民
事
法
の
代
位
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
加
害
者
こ
そ
損
害
賠
償
責
任
者
で
あ
る
と
強
調
す
る
国
は

責
任
を
逃
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
研
究
者
か
ら
の
強
い
批
判
が
な
さ
れ
て
い
）
57
（
る
。
実
際
、
求
償
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
章
第
三
節

第
一
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
支
給
決
定
に
お
け
る
全
部
又
は
一
部
不
支
給
の
裁
量
に
も
民
法
の
過
失
概
念
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
勿

論
、
補
償
金
の
算
定
な
ど
に
民
事
法
上
の
概
念
が
交
錯
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
積
極
的
な
求
償
権
行
使
が
国
の
代
位
弁
済

の
色
彩
を
よ
り
一
層
鮮
明
に
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
批
判
の
根
本
た
る
原
因
は
、
保
護
法
の
立
法
以
来
問
わ
れ
て
き
た
制

度
の
性
格
が
曖
昧
な
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。

㈢
　
補
償
金
の
財
源
に
つ
い
て

1　

初
期
：
法
務
部
予
算
で
運
営

　
保
護
法
は
、
当
初
、
特
に
国
会
審
議
の
際
、
巨
額
の
予
算
が
国
家
財
政
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
、
様
々
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
成
立
し
た
保
護
法
は
、
第
四
条
第
二
項
に
、
①
法
務
部
の
編
成
す
る
予
算
、
②
刑
務
作
業
従
事
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者
の
労
作
金
（
作
業
賞
与
金
）
の
合
計
か
ら
割
り
当
て
る
分
、
③
犯
罪
行
為
者
の
犯
罪
に
よ
る
収
益
、
又
は
法
に
よ
り
没
収
さ
れ
公
売
さ

れ
た
そ
の
財
産
、
と
補
償
金
に
つ
い
て
三
つ
の
財
源
が
定
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
②
の
刑
務
作
業
従
事
者
の
労
作
金
の
割
当
て
に
関
し
て
、
そ
の
比
率
は
羈
押
法
（
勾
留
法
）、
監
獄
行
刑
法
、
外
役
監
条
例
、

保
安
処
分
執
行
法
に
定
め
ら
れ
て
い
）
58
（
る
。
各
法
律
の
文
言
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、「
作
業
収
入
か
ら
作
業
支
出
を
控
除
し
、
そ

の
残
額
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
労
作
金
と
し
、
労
作
金
総
額
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
犯
罪
被
害
者
補
償
費
用
と
す
る
」
と
い
う
点
は
共
通

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
毎
年
決
算
の
後
に
残
る
労
作
金
の
残
高
の
二
五
％
は
補
償
金
の
財
源
と
な
る
。
労
作
金
の
割
当
て
と
③
の
「
没

収
さ
れ
公
売
さ
れ
た
犯
罪
者
の
不
法
利
益
」
は
、
す
べ
て
国
庫
で
設
置
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
特
別
口
座
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
）
59
（

る
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
は
労
作
金
か
ら
の
繰
入
金
専
用
の
口
座
で
あ
）
60
（
る
。

　
世
界
的
に
最
も
多
い
補
償
金
財
源
の
モ
デ
ル
は
、
原
資
が
税
金
で
あ
る
国
の
一
般
会
計
か
ら
の
歳
出
で
あ
る
。
台
湾
の
保
護
法
に
は
三

種
類
の
財
源
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
は
、
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
、
法
務
部
は
労
作
金
か
ら
の
繰
入
金
の
口
座
の
残
金
を
補
償

金
予
算
の
予
備
金
と
す
る
た
め
、
制
度
初
期
の
補
償
金
は
大
体
法
務
部
予
）
61
（

算
、
つ
ま
り
国
の
歳
出
予
算
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
状
況
は
二
〇
〇
八
年
に
大
き
な
転
換
を
迎
え
た
。

2　

財
源
の
使
用
順
序
の
問
題
：
一
般
会
計
か
ら
の
離
脱

　
補
償
金
の
予
算
編
成
は
、
二
〇
〇
七
年
度
の
三
一
〇
〇
万
台
湾
元
に
対
し
、
翌
年
の
二
〇
〇
八
年
度
は
一
気
に
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
（
表
三
参
照
）。
長
年
存
在
し
て
い
た
経
費
の
使
用
順
序
問
題
が
、
こ
の
転
換
の
背
景
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
保
護
法
に
は
補
償
金
の
財
源
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
使
用
順
位
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
が
な
い
。
こ
う
し
た
問

題
に
対
応
す
べ
く
、
二
〇
〇
二
年
に
法
務
部
は
「
法
務
部
犯
罪
被
害
補
償
金
経
費
動
支
要
点
」
を
制
定
し
、
経
費
の
使
用
順
序
を
以
下
の

順
と
定
め
た
。
①
犯
罪
被
害
者
補
償
金
年
度
予
算
（
法
務
部
予
算
と
し
て
国
の
歳
出
）、
②
刑
務
所
の
労
作
金
か
ら
の
繰
入
金
（
す
な
わ
ち
、
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国
庫
特
別
口
座
に
預
け
ら
れ
る
経
費
）、
③
国
の
第
二
予
備
予
算
、
で
あ
る
。
刑
務
所
の
労
作
金
の
割
当
て
だ
け
で
は
財
源
と
し
て
不
十
分
で

あ
り
、
法
務
部
予
算
が
制
度
運
営
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
当
初
こ
の
よ
う
な
順
位
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
刑
務
所
の
労
作
金
か
ら
の
繰
入
金
を
使
う
機
会
が
な
く
、
積
み
上
げ
に
し
た
結
果
、
巨
額
な
残
高
に
膨
れ

あ
が
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
、
当
時
三
億
二
九
〇
〇
万
台
湾
元
に
も
達
し
た
残
高
に
つ
い
て
、
国
の
収
入
・
支
出
の
検
査
を
行
う
監

察
院
審
計
部
（
会
計
検
査
院
）
は
財
源
の
優
先
順
位
を
指
摘
し
、「
繰
入
金
の
使
用
を
優
先
さ
せ
、
こ
れ
を
使
い
切
っ
て
か
ら
法
務
部
予
算

を
使
う
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
政
府
の
財
政
負
担
が
軽
減
で
き
る
に
違
い
な
い
」
と
し
）
62
（
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
を
受
け
た
法
務
部

は
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
た
措
置
を
と
る
こ
と
を
せ
ず
、「
要
点
」
に
基
づ
く
運
用
を
維
持
し
た
）
63
（

が
、
予
算
編
成
を
担
う
行
政
院
主
計
処
は

こ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
八
年
度
の
補
償
金
予
算
は
編
成
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
二
年
間
は
労
作
金
か
ら
の
繰
入
金
が

事
実
上
補
償
金
の
主
た
る
財
源
と
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
の
保
護
法
改
正
で
性
侵
害
補
償
金
と
精
神
慰
撫
金
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
に
対

す
る
備
え
と
し
て
、
翌
（
二
〇
一
〇
）
年
度
は
補
償
金
予
算
が
再
び
編
成
さ
れ
た
。
法
務
部
は
、
二
〇
一
〇
年
の
運
営
に
つ
い
て
、
予
算

で
性
侵
害
補
償
金
を
支
給
し
、
そ
れ
以
外
の
補
償
金
は
繰
入
金
で
支
給
す
る
、
と
い
う
異
例
の
措
置
を
と
っ
た
。

　
財
源
の
使
用
順
序
問
題
は
、
つ
い
に
二
〇
一
一
年
度
の
総
予
算
審
議
に
お
い
て
国
会
で
も
問
題
視
さ
れ
た
。
国
会
は
、
当
年
度
か
ら
す

べ
て
の
補
償
金
支
給
に
あ
た
り
、
法
務
部
予
算
よ
り
特
別
口
座
の
繰
入
金
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
議
し
、
具
体
的
に
法
務

部
に
要
求
し
た
上
に
、
翌
年
の
法
務
部
補
償
金
予
算
を
削
除
し
て
し
ま
っ
）
64
（
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
の
補
償
金
予
算
も
編
成
さ
れ
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
で
、
現
在
、
台
湾
の
犯
罪
被
害
者
補
償
金
は
一
般
会
計
予
算
に
よ
ら
ず
運
営
さ
れ
て
い
る
。

3　

財
源
の
多
様
化
と
財
源
変
更
の
意
味

　
補
償
金
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
の
保
護
法
改
正
で
、「
犯
罪
行
為
者
が
執
行
猶
予
ま
た
は
起
訴
猶
予
処
分
、
あ
る
い

は
司
法
取
引
判
決
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
払
っ
た
金
銭
の
総
額
の
割
当
て
」
と
い
う
新
た
な
財
源
規
定
が
加
わ
っ
）
65
（

た
。
す
な
わ
ち
、

通
称
「
起
訴
猶
予
処
分
金
」、「
執
行
猶
予
判
決
金
」
と
「
司
法
取
引
判
決
金
」
の
一
部
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
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を
受
け
、
法
務
部
は
同
年
一
二
月
に
保
護
法
施
行

規
則
を
改
正
し
、
割
当
て
の
割
合
に
つ
い
て
、

「（
犯
罪
者
等
か
ら
）
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
銭
の
総

額
か
ら
一
割
を
割
り
当
て
、
指
定
さ
れ
た
補
償
金

の
特
別
口
座
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
起
訴
猶
予
処
分
金
」、

「
執
行
猶
予
判
決
金
」、「
司
法
取
引
判
決
金
」
な

ど
の
制
度
は
、
導
入
以
降
、
効
果
的
な
監
督
措
置

が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
な
）
66
（

い
。
処
分
金
や
判
決
金

の
徴
収
、
管
理
、
配
分
な
ど
の
事
務
事
項
は
各
地

方
検
察
署
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
集
計
さ
れ

た
情
報
も
地
方
に
散
ら
ば
っ
た
ま
ま
で
、
ま
と

ま
っ
た
情
報
を
把
握
し
に
く
い
状
況
に
あ
）
67
（

る
。
た

だ
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
起
訴
猶
予
処
分
金

な
ど
の
財
源
の
運
用
は
今
後
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。
補
償
金
の
財
源
を
巡
る
経

緯
か
ら
推
測
す
る
に
、
今
後
、
税
金
を
原
資
と
す

る
法
務
部
予
算
は
補
償
金
財
源
の
第
一
線
か
ら
後

退
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

表三　1999 ～ 2011 年度補償金予算編成及び予算支出状況

年度

当年度の
法務部予算

法務部予算で
支給した総額

労作金からの繰
入金専門口座で
支給した総額 

補償金の
支給総額

1999年度下半期 46,900,000 20,948,768 0 20,948,768

1999年下半期及び2000年度 514,468,000 240,156,448 0 240,156,448

2001年度 202,673,000 148,757,116 0 148,757,116

2002年度 100,000,000 99,989,941 30,000,401 129,990,342

2003年度 100,000,000 99,989,828 28,382,629 128,372,457

2004年度 97,000,000 96,989,716 20,447,324 117,437,031

2005年度 97,000,000 94,927,528 0 94,927,528

2006年度 61,000,000 60,957,504 2,184,889 63,142,393

2007年度 31,000,000 30,917,655 29,319,863 60,237,518

2008年度 0 0 83,618,930 83,618,930

2009年度 0 0 77,934,775 77,934,775

2010年度 481,175,000 37,000,127 57,263,025 94,263,152

2011年度7月末まで 0 0 70,889,095 76,789,749

合計 1,731,216,000 930,634,631 400,040,931 1,330,675,562 

資料源：法務部。単位：台湾元。
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犯
罪
者
・
被
疑
者
に
よ
る
資
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
者
の
反
省
の
表
れ
、
償
い
の
象
徴
と
し
て
評
価
さ
）
68
（
れ
、
犯
罪
者
の
更
生

意
欲
を
促
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
保
護
法
の
対
象
者
と
さ
れ
る
の
は
生
命
・
身
体
又
は
性
的

自
由
が
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
年
全
般
の
犯
罪
事
件
の
う
ち
、
窃
盗
と
覚
せ
い
剤
事
件
が
全
体
の
七
割
か
ら
八
割
を

占
め
る
こ
と
か
ら
、
財
産
犯
や
被
害
者
の
存
在
し
な
い
犯
罪
の
行
為
者
が
財
源
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
不
均
衡
の
状
況
も
起
き
て
い

て
、
必
ず
し
も
公
平
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
国
の
財
政
問
題
な
ど
現
実
的
な
背
景
も
あ
る
が
、
実
務
に
お
い
て
、
財
源
の
中
心
が
税

金
を
主
と
す
る
国
の
予
算
か
ら
犯
罪
者
・
被
疑
者
に
よ
る
資
金
へ
次
第
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
制
度
の
性
格
に
も
影
響
す
る
と
考
え
る
。

台
湾
の
制
度
は
損
害
補
塡
の
性
格
が
あ
り
な
が
ら
、
社
会
福
祉
制
度
を
補
う
一
面
も
有
す
る
こ
と
か
ら
、
財
源
の
担
い
手
が
社
会
福
祉
制

度
と
親
和
性
の
高
い
国
の
予
算
か
ら
犯
罪
者
等
に
よ
る
資
金
に
変
わ
れ
ば
、
制
度
の
損
害
補
塡
の
性
格
が
よ
り
一
層
色
濃
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る五

　
要
約
と
日
本
へ
の
示
唆

　
こ
こ
ま
で
、
台
湾
の
被
害
者
補
償
制
度
の
近
年
に
お
け
る
法
改
正
の
動
き
と
実
務
に
お
け
る
問
題
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は

以
下
の
三
つ
に
要
約
さ
れ
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
法
改
正
の
方
向
性
に
関
し
て
は
、
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
対
象
の
拡
大
や
補
償
項
目
の
新
設
な
ど
、
よ
り
広
く
、
よ

り
厚
い
支
援
制
度
を
作
る
傾
向
に
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
困
難
で
あ
っ
た
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
賠
償
問
題
を
克
服
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

評
価
に
値
す
る
一
方
で
、
補
償
項
目
と
し
て
加
え
ら
れ
た
精
神
慰
撫
金
は
、
基
本
的
に
実
費
損
害
補
塡
型
で
あ
る
台
湾
の
制
度
に
と
っ
て

は
馴
染
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
運
用
が
注
目
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
実
施
状
況
の
分
析
か
ら
、
制
度
運
営
全
体
が
根
強
い
民
法
型
思
考
に
左
右
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
民
法
型
思
考
と
求
償
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権
行
使
へ
の
こ
だ
わ
り
が
相
俟
っ
て
、
制
度
の
あ
る
べ
き
姿
に
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
更
に
は
、
積
極
的

な
求
償
権
行
使
が
犯
罪
加
害
者
こ
そ
第
一
義
的
な
損
害
賠
償
責
任
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
を
不
当

に
阻
害
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
国
の
財
政
負
担
軽
減
を
背
景
と
し
て
進
め
ら
れ
た
財
源
の
多
様
化
と
使
用
の
合
理
化
に
お
い
て
、
最
終
的
に
着
目
し

た
の
は
犯
罪
者
・
被
疑
者
ら
が
刑
務
作
業
に
よ
っ
て
得
た
資
金
や
受
け
た
処
分
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
資
金
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、

被
害
者
へ
の
補
償
金
は
本
来
加
害
者
等
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
延
長
線
で
、
加
害
者
の
責
任
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
り
、

被
害
者
補
償
制
度
の
性
格
が
よ
り
民
事
損
害
賠
償
的
に
傾
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
台
湾
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度
は
、
現
在
、
改
革
に
向
け
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
日
本
の
犯
給
制
度
に
と
っ
て
も
幾

つ
か
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　
①
　
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
給
付

　
性
犯
罪
被
害
者
は
、
身
体
的
被
害
以
外
に
も
、
失
職
や
転
居
な
ど
で
大
き
な
財
産
的
損
害
を
被
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
精
神
的
打
撃
を

受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
の
症
状
を
発
症
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
回
復
に
当
た
り
、
心
理
療
法
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

　
日
本
の
犯
給
制
度
に
お
い
て
、
性
犯
罪
被
害
へ
の
給
付
は
、
死
亡
事
件
を
除
く
と
障
害
給
付
金
支
給
及
び
重
傷
病
給
付
金
支
給
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
障
害
給
付
金
の
場
合
、
精
神
的
障
害
の
程
度
が
か
な
り
重
く
な
い
と
障
害
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
限
界

が
あ
る
。
重
傷
病
給
付
金
の
場
合
に
は
、
一
か
月
の
療
養
・
三
日
以
上
勤
務
不
能
と
い
う
要
件
を
満
た
せ
ば
支
給
可
能
で
あ
る
が
、
給
付

額
が
僅
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
医
療
保
険
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
保
険
範
囲
内
の
心
理
療
法
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
み
対

象
と
な
る
。
範
囲
外
の
療
法
を
受
け
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
被
害
を
受
け
た
早
期
段
階
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
理
由
で
自
由
診
療
を
選

ん
だ
場
合
に
は
、
そ
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
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こ
れ
に
対
し
、
台
湾
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
適
用
範
囲
の
内
に
心
理
療
法
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
一
部
が
含
ま
れ
、
保
険
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
負
担
分
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
、
保
護
法
・
性
犯
罪
防
止
法
に
よ
る
被
害
者
へ
の
経
済
的
支
援
も
あ
る
。
性
犯
罪

防
止
法
に
よ
る
補
助
金
の
場
合
に
は
、
心
理
療
法
補
助
金
は
自
由
診
療
費
用
も
対
象
と
し
て
お
り
、
施
術
先
も
保
険
指
定
病
院
に
限
定
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
性
犯
罪
被
害
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
被
害
に
よ
っ
て
そ
の
家
族
ご
と
に
心
理
療
法
を
受
け
る
必
要
の
あ
る

場
合
に
は
、
家
族
・
グ
ル
ー
プ
療
法
も
補
助
対
象
と
な
る
た
め
、
多
少
の
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。
保
護
法
に
よ
る
性
侵
害
補
償
金
は
、

性
犯
罪
被
害
者
で
あ
れ
ば
被
害
状
況
・
程
度
を
問
わ
ず
、
対
象
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
医
療
費
項
目
は
実
費
補
塡
の
た
め
、
健
康
保
険
適

用
後
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
物
価
水
準
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
上
限
四
〇
万
元
の
医
療
費
（
約
一
二
〇

万
円
）、
又
は
合
計
上
限
一
八
〇
万
元
（
約
五
四
五
万
円
）
の
支
給
は
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
台
湾
の
実
施
状
況
を
注
目
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
制
度
の
枠
組
み
な
ど
が
参
考
に
す
る
に
値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
財
源
と
求
償
の
問
題

　
日
本
で
は
、
一
部
の
議
論
に
お
い
て
犯
罪
被
害
者
は
そ
の
被
害
に
つ
き
国
に
対
し
補
償
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
べ
し
、
損
害
賠
償
を

国
が
肩
代
わ
り
す
る
制
度
を
設
け
る
べ
き
な
ど
の
提
言
、
も
し
く
は
、
こ
れ
を
前
提
と
し
、
被
害
者
の
損
害
回
復
を
行
な
う
べ
き
は
ま
ず

加
害
者
で
あ
り
、
補
償
の
財
源
に
つ
い
て
、
国
の
予
算
以
外
に
、
没
収
、
追
徴
、
罰
金
、
刑
務
作
業
金
を
充
て
る
べ
き
等
の
意
見
が
見
受

け
ら
れ
）
69
（

る
。

　
犯
罪
者
の
支
払
っ
た
金
銭
を
原
資
と
す
る
基
金
を
設
け
被
害
者
補
償
に
使
う
こ
と
は
、
国
の
財
政
負
担
軽
減
に
役
立
ち
、
財
源
確
保
を

前
提
と
す
れ
ば
、
補
償
制
度
の
拡
充
・
拡
大
に
も
繫
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
台
湾
で
は
、
補
償
金
の
財
源
は
こ
う
し
た

方
向
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
財
政
面
の
メ
リ
ッ
ト
の
他
に
、
他
人
の
生
命
、
身
体
又
は
性
的
自
由
を
侵
害
し
な
か
っ
た
収
容
者

に
財
源
を
求
め
る
と
い
う
負
担
の
不
均
衡
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
財
源
の
多
様
化
で
、
今
後
、
執
行
猶
予
、
司
法
取
引
判
決
を
受

け
た
被
告
人
の
支
払
が
財
源
に
な
り
か
ね
な
く
、
こ
の
不
均
衡
が
一
層
深
刻
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
社
会
保
険
・
健
康
保
険
な
ど
社
会
上
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の
保
障
制
度
が
整
備
・
拡
大
さ
れ
て
い
く
今
日
で
は
、
第
一
次
的
機
能
を
果
た
す
と
は
さ
れ
て
い
な
い
被
害
者
補
償
制
度
に
お
い
て
、
賠

償
責
任
を
強
調
し
、
財
源
を
犯
罪
者
た
ち
に
求
め
る
必
要
性
を
吟
味
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
加
害
者
の
責
任
追
及
の
側
面
を
強
調
し
、
さ
ら
に
損
失
補
塡
の
要
素
を
加
味
す
れ
ば
、
被
害
者
補
償
制
度
が
損
害
賠
償
の
立
替
え
払
い

の
よ
う
な
制
度
に
な
る
。
確
か
に
、
日
本
の
犯
給
制
度
は
損
失
補
塡
の
仕
組
み
を
と
ら
な
い
が
、
国
は
補
償
金
を
支
給
し
た
と
き
、
行
為

者
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
と
い
う
規
定
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
等
に
追
及
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
求
償
権
を
積
極

的
に
行
使
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
、
立
替
え
払
い
に
近
い
運
用
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
求
償
の
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は

な
い
。
台
湾
で
は
、
一
〇
年
以
上
も
求
償
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返
済
金
額
は
一
割
程
度
に
し
か
留
ま
ら
な
い
。
求
償
に
よ
る
支

給
決
定
に
対
す
る
負
的
影
響
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
へ
の
阻
害
、
そ
し
て
、
執
行
に
あ
た
る
人
的
・
物
的
コ
ス
ト
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、

そ
の
実
益
は
更
に
疑
わ
れ
る
。
積
極
的
求
償
を
行
う
政
府
当
局
に
対
し
、
近
時
、
求
償
な
し
の
構
造
改
革
に
踏
み
切
る
こ
と
や
恩
給
制
に

変
更
す
る
提
言
す
ら
見
受
け
ら
）
70
（
れ
、
こ
れ
ら
は
求
償
の
行
き
詰
り
に
関
し
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
は
求
償
の
積
極

化
は
考
え
に
く
い
が
、
殷
鑑
遠
か
ら
ず
で
あ
り
、
犯
給
制
度
の
改
革
に
あ
た
り
、
制
度
の
あ
る
べ
き
姿
を
改
め
て
検
討
し
て
み
る
余
地
は

あ
ろ
う
。

（
1
）  

例
え
ば
、
①
太
田
達
也
「
台
湾
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
保
護
法
」
捜
査
研
究
四
七
巻
三
号
（
通
巻
五
六
六
号
）（
一
九
九
八
）
七
四
頁
以
下
、

②
同
「
被
害
者
支
援
を
巡
る
ア
ジ
ア
の
最
新
事
情
」
宮
澤
浩
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
宮
澤
浩
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
：
第

一
巻
犯
罪
被
害
者
論
の
新
動
向
』
成
文
堂
（
二
〇
〇
〇
）
三
五
九
頁
以
下
、
③
同
「
台
湾
の
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度

―
犯
罪
被
害
者
保
護
法
の

運
用
状
況
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
四
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
）
四
四
頁
以
下
、
④
蔡
德
輝
「
台
湾
に
お
け
る
被
害
者
支
援
の
動
向
」
被
害
者
学
研
究
第

一
二
号
（
二
〇
〇
二
）
三
頁
以
下
な
ど
。

（
2
）  

許
啓
義
「
犯
罪
被
害
人
保
護
法
之
実
用
権
益
」
永
然
文
化
（
二
〇
〇
〇
）
七
八
頁
。

（
3
）  

「
強
制
汽
車
責
任
保
険
法
」
に
よ
る
保
険
制
度
は
一
九
九
八
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
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（
4
）  

太
田
達
也
前
掲
註
（
1
）
③
四
八
頁
参
照
。

（
5
）  

最
高
行
政
法
院
九
十
三
年
判
字
第
五
二
号
判
決
の
見
解
で
あ
る
。

（
6
）  

法
務
部
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
法
保
字
第
〇
九
九
九
〇
三
九
一
六
七
號
。

（
7
）  
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
五
日
現
在
で
、
一
台
湾
元
は
約
三
日
本
円
で
あ
る
。

（
8
）  
盧
映
潔
「
我
國
犯
罪
被
害
人
保
護
法
施
行
成
效
之
研
究

―
以
被
害
補
償
排
除
條
款
的
運
用
為
討
論
中
心
」
政
大
法
學
評
論
第
七
十
七
期
（
二

〇
〇
四
年
）
二
九
八
―
三
〇
六
頁
。

（
9
）  

太
田
達
也
前
掲
註
（
1
）
③
四
九
頁
。

（
10
）  

盧
映
潔
前
掲
註
（
8
）
三
一
四
―
三
二
三
頁
。

（
11
）  

主
管
機
関
の
有
権
解
釈
に
よ
る
変
動
が
あ
り
う
る
が
、
現
在
の
保
護
法
施
行
規
則
第
八
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
社
会
保
険
と
は
、
国
民
健
康
保

険
、
労
働
者
保
険
、
公
務
員
教
師
保
険
、
軍
人
保
険
、
就
業
保
険
、
農
民
健
康
保
険
、
強
制
自
動
車
責
任
保
険
、
国
民
年
金
保
険
、
及
び
そ
の
他

法
務
部
と
保
険
目
的
事
業
の
所
管
機
関
に
認
定
さ
れ
た
社
会
保
険
を
指
す
。

（
12
）  

中
華
警
政
研
究
学
会
「
犯
罪
被
害
人
保
護
政
策
体
検
報
告
」
法
務
部
（
二
〇
一
二
）
付
録
一
一
の
一
七
三
頁
。

（
13
）  

一
九
八
〇
年
以
前
の
台
湾
で
は
、
各
級
裁
判
所
に
配
置
先
と
同
じ
地
理
的
管
轄
範
囲
を
持
つ
検
察
署
が
設
置
さ
れ
、
検
察
署
の
正
式
名
称
に
配

置
先
裁
判
所
の
全
称
が
冠
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
検
察
署
が
分
立
さ
れ
独
立
し
た
国
家
機
関
に
な
っ
た
。
名
残
で
あ
る
が
冠
さ
れ
た
裁
判
所
名
称
が

存
続
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

（
14
）  

保
護
法
第
三
〇
条
に
列
挙
さ
れ
た
事
業
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
緊
急
の
身
体
的
又
は
精
神
的
医
療
の
協
力
及
び
生
活
保
護
、
②
捜

査
・
裁
判
及
び
裁
判
後
の
法
律
扶
助
、
③
被
害
者
補
償
金
、
社
会
援
助
及
び
民
事
損
害
賠
償
へ
の
協
力
、
④
犯
罪
行
為
者
又
は
法
律
に
よ
っ
て
賠

償
責
任
を
負
う
者
の
財
産
の
調
査
の
協
力
、
⑤
安
全
保
護
の
協
力
、
⑥
身
体
的
又
は
精
神
的
治
療
及
び
生
活
再
建
の
協
力
、
⑦
被
害
者
保
護
の
宣

伝
活
動
、
⑧
そ
の
他
の
協
力
。

（
15
）  

保
護
協
会
の
設
立
経
緯
・
事
業
内
容
と
初
期
の
実
施
状
況
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
太
田
達
也
「
台
湾
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
支
援
の
現 

状

―
犯
罪
被
害
者
保
護
協
会
の
活
動
を
中
心
と
し
て

―
（
1
）」
及
び
同
論
題
の
（
2
）
捜
査
研
究
五
〇
巻
五
号
及
び
六
号
（
通
巻
五
九
五
、

五
九
六
号
）（
二
〇
〇
一
）
が
あ
る
。

（
16
）  

例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
東
京
で
発
生
し
た
台
湾
人
留
学
生
殺
害
事
件
は
領
域
外
の
た
め
、
被
害
者
遺
族
は
補
償
金
申
請
権
者
に
は
な
ら
な
い
が
、

保
護
協
会
に
よ
る
支
援
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
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（
17
）  

立
法
院
（
国
会
）
院
会
法
務
部
長
答
申
資
料
。「
立
法
院
公
報
」
第
九
八
巻
第
二
二
期
（
二
〇
〇
九
）
七
六
頁
。

（
18
）  

保
護
法
第
三
条
改
正
理
由
参
照
。

（
19
）  

保
護
法
第
三
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
性
犯
罪
の
範
囲
は
刑
法
第
一
六
章
「
性
自
主
を
妨
害
す
る
罪
」
に
あ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
罪
名
を
カ
バ
ー
し

た
。

（
20
）  
呉
威
志
「
我
國
犯
罪
被
害
補
償
法
制
中
補
償
事
由
、
補
償
金
額
、
補
償
對
象
等
之
探
討
」
月
旦
法
學
雜
誌
一
九
七
期
（
二
〇
一
一
）
九
八
頁
。

（
21
）  
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
国
側
の
事
務
主
管
機
関
で
あ
る
行
政
院
内
政
部
が
基
本
原
則
（
所
謂
「
辦
理
性
侵
害
被
害
人
補
助
申
請
原
則
」、
最
新

の
改
正
は
二
〇
一
二
年
）
を
制
定
し
、
各
地
方
政
府
に
参
考
に
し
て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
、
自
治
体
に
よ
り
補
助
項
目
・
金
額
の
増
減
が
あ
り
う

る
。

（
22
）  

「
辦
理
性
侵
害
被
害
人
補
助
申
請
原
則
」
第
八
か
ら
第
一
〇
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
に
、
最
高
額
と
し
て
、
訴
訟
費
用
の
補
助
は
案
件
ご
と
に
一

審
が
二
万
元
で
、
二
審
と
三
審
が
三
万
元
で
あ
り
、
弁
護
士
費
用
は
審
級
ご
と
に
五
万
元
と
さ
れ
て
い
る
他
に
、
相
談
費
が
毎
時
三
〇
〇
〇
元
と
、

文
書
作
成
費
用
が
案
件
ご
と
に
八
〇
〇
〇
元
と
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
生
活
費
用
は
被
害
者
戸
籍
所
在
地
の
当
年
度
最
低
生
活
費
を
基
準
に
し
、
最

高
三
か
月
分
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

（
23
）  

「
辦
理
性
侵
害
被
害
人
補
助
申
請
原
則
」
第
五
。

（
24
）  

「
臺
北
市
性
侵
害
被
害
人
補
助
辦
法
」（
中
華
民
國
九
四
年
一
二
月
二
九
日
訂
定
）
第
七
条
、「
新
北
市
政
府
家
庭
暴
力
及
性
侵
害
被
害
人
補
助

要
點
」（
中
華
民
國
一
〇
一
年
七
月
二
四
日
修
正
）
第
六
点
。

（
25
）  

「
辦
理
性
侵
害
被
害
人
補
助
申
請
原
則
」
第
六
。
他
に
、
グ
ル
ー
プ
療
法
は
毎
時
一
六
〇
〇
元
で
、
毎
グ
ル
ー
プ
毎
年
三
六
時
間
ま
で
（
合
計

五
万
七
六
〇
〇
元
、
約
一
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
補
助
さ
れ
る
。

（
26
）  

民
国
九
六
年
か
ら
一
〇
〇
年
内
政
部
の
集
計
資
料
に
よ
っ
て
筆
者
が
算
出
し
た
。

（
27
）  

性
侵
害
犯
罪
防
止
法
第
八
条
に
よ
れ
ば
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
保
育
、
警
察
、
労
働
、
移
民
分
野
の
従
業
員
は
、
そ
の
業
務
の
執
行
に
よ
り

性
犯
罪
の
擬
似
事
件
を
知
っ
た
と
き
、
二
四
時
間
以
内
に
直
轄
市
あ
る
い
は
県
又
は
市
の
主
管
機
関
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
28
）  

法
務
部
「
中
華
民
国
一
〇
一
年
法
務
統
計
年
報
」（
二
〇
一
二
）
七
三
頁
。

（
29
）  

旧
法
第
九
条
の
立
法
理
由
参
照
。

（
30
）  

許
啓
義
前
掲
註
（
2
）
八
〇
頁
。

（
31
）  

第
九
条
の
改
正
理
由
参
照
。
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（
32
）  

呉
威
志
前
掲
註
（
20
）
一
〇
七
頁
。
同
「
臺
灣
犯
罪
被
害
補
償
法
制
中
申
請
人
資
格
與
補
償
項
目
之
探
討
」
月
旦
法
學
雜
誌
一
九
九
期
（
二
〇

一
一
）
一
六
一
―
一
六
三
頁
。

（
33
）  

法
務
部
「
九
八
年
五
月
法
務
統
計
専
題
分
析
」（
二
〇
〇
九
年
）
二
五
頁
の
資
料
に
基
づ
い
て
筆
者
が
算
出
し
た
。

（
34
）  
呉
威
志
前
掲
註
（
32
）
一
六
三
頁
。

（
35
）  
台
湾
法
務
部
保
護
司
（
法
務
省
保
護
局
）
副
司
長
の
発
言
。
中
華
警
政
研
究
学
会
前
掲
註
（
12
）
付
録
一
四
の
二
四
一
頁
。

（
36
）  
盧
映
潔
「
犯
罪
被
害
人
保
護
法
修
正
之
評
析
」
月
旦
法
學
雜
誌
一
七
八
期
（
二
〇
一
〇
）
四
〇
頁
。

（
37
）  

「
立
法
院
公
報
」
第
一
〇
〇
卷
第
七
四
期
二
五
八
頁
、
同
第
一
〇
〇
卷
第
七
五
期
一
四
七
頁
。

（
38
）  

両
公
約
が
批
准
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
公
約
に
あ
る
人
権
保
障
に
関
す
る
規
定
の
国
内
的
効
力
の
担
保
と
し
て
、
同
年
に
「
公
民
與
政
治
權
利

國
際
公
約
及
經
濟
社
會
文
化
權
利
國
際
公
約
施
行
法
」
が
制
定
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
国
際
規
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
人
権
保

障
精
神
に
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
法
律
を
改
正
す
る
責
務
が
政
府
に
課
さ
れ
た
。

（
39
）  

盧
映
潔
前
掲
註
（
36
）
四
一
頁
。

（
40
）  

太
田
達
也
「
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
研
究
（
二
・
完
）

―
改
正
・
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
制
度
の
課
題

―
」
法
学
研
究
（
慶
應
義

塾
大
学
）
第
七
四
巻
第
六
号
（
二
〇
〇
一
）
七
五
頁
参
照
。

（
41
）  

趙
昌
平
＝
黄
武
次
＝
黄
勤
鎮
「
有
關
『
犯
罪
被
害
人
保
護
法
』
施
行
後
、
法
務
部
辦
理
情
形
及
執
行
成
效
之
專
案
調
査
研
究
報
告
」
監
察
院

（
二
〇
〇
二
）
九
六
頁
。
廖
正
豪
「
我
國
犯
罪
害
人
保
護
法
制
的
檢
討
與
策
進

―
並
簡
介
日
本
『
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
畫
』」
刑
事
法
雑
誌
第

五
二
巻
第
六
期
（
二
〇
〇
八
）
一
一
頁
。

（
42
）  

調
査
報
告
や
学
者
の
指
摘
は
、
年
度
統
計
に
あ
る
全
般
犯
罪
件
数
を
母
数
と
し
、
そ
の
う
ち
の
保
護
法
対
象
犯
罪
に
な
り
か
ね
な
い
事
件
（
二

〇
〇
九
年
の
改
正
ま
で
は
被
害
者
死
亡
又
は
重
傷
の
事
件
）
の
占
め
た
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
計
算
し
て
得
た
数
字
を
根
拠
に
し
た
。
し
か
し
、
例

年
の
窃
盗
と
覚
せ
い
剤
事
件
が
全
般
事
件
の
七
割
か
ら
八
割
を
占
め
、
重
大
暴
力
犯
罪
の
割
合
が
も
と
も
と
少
な
く
、
保
護
法
の
対
象
事
件
範
囲

の
狭
さ
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
た
め
、
そ
の
指
摘
に
は
疑
問
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
43
）  

許
啓
義
前
掲
註
（
2
）
八
一
頁
。

（
44
）  

第
一
二
条
第
二
項
に
「
前
項
の
求
償
は
、
検
察
官
が
こ
れ
を
行
使
す
る
」
と
定
め
ら
れ
、
後
に
「
前
項
の
求
償
は
、
補
償
金
を
支
給
し
た
地
方

裁
判
所
ま
た
は
そ
の
支
所
の
検
察
署
が
こ
れ
を
行
使
す
る
」
に
変
更
さ
れ
た
。
検
察
署
の
名
称
表
現
に
関
し
て
は
、
註
（
13
）
参
照
。

（
45
）  

太
田
達
也
前
掲
註
（
1
）
③
五
〇
頁
。
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（
46
）  

許
啓
義
前
掲
註
（
2
）
一
一
三
頁
。

（
47
）  

保
護
法
第
一
二
条
の
一
に
、「
検
察
側
が
求
償
権
を
行
使
す
る
と
き
、
加
害
者
等
の
財
産
状
況
に
つ
い
て
、
租
税
な
ど
の
機
関
を
相
手
に
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
保
護
法
施
行
規
則
第
九
条
に
、「
検
察
官
が
求
償
権
を
行
使
す
る
と
き
、
予
め
加
害
者
等
と
交
渉
が
で
き
、
あ
ら
ゆ

る
情
況
を
斟
酌
し
分
納
又
は
延
納
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
保
護
法
第
二
七
条
第
一
項
に
、「
検
察
官
が
求
償
権
行
使
の
た
め
の
保
全
に

つ
き
、
加
害
者
等
の
財
産
に
対
し
裁
判
所
に
仮
差
押
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
保
護
法
施
行
規
則
第
一
〇
条
に
、「
求
償
又
は
返
還
さ

れ
た
金
銭
を
す
べ
て
犯
罪
被
害
補
償
金
専
門
口
座
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
48
）  

近
年
の
審
計
部
「
中
華
民
国
年
度
中
央
政
府
総
決
算
審
核
報
告
」
参
照
。
類
似
す
る
指
摘
は
二
〇
〇
五
年
度
報
告
乙
―
五
三
頁
、
二
〇
〇
八
年

度
乙
―
一
一
一
頁
、
二
〇
〇
九
年
度
乙
―
一
二
八
頁
、
二
〇
一
〇
年
度
乙
―
一
六
四
頁
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（
49
）  

公
表
さ
れ
た
求
償
率
は
、
当
年
度
実
際
に
支
給
さ
れ
た
補
償
金
と
同
年
度
の
求
償
訴
訟
で
認
め
ら
れ
た
金
額
で
計
算
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
同

じ
年
度
と
は
い
え
、
検
察
官
側
が
主
張
し
た
債
権
は
必
ず
し
も
当
年
度
の
補
償
金
支
給
に
よ
る
移
転
さ
れ
た
債
権
で
は
な
い
の
で
、
一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
求
償
率
が
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
求
償
率
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
推
移
の
側
面
に
参
考
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
50
）  

法
務
部
前
掲
註
（
41
）
二
三
頁
の
資
料
に
基
づ
い
て
筆
者
が
算
出
し
た
。

（
51
）  

前
掲
趙
昌
平
等
「
調
査
報
告
」
五
五
頁
に
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
①
犯
罪
者
が
所
在
不
明
、
②
犯
罪
者
が
賠
償
責
任
か
ら
逃
れ
、
賠
償
し
た

が
ら
な
い
、
③
犯
罪
者
が
無
資
力
、
④
犯
罪
者
が
収
監
、
⑤
求
償
手
続
が
繁
雑
で
短
時
間
で
回
収
し
難
い
、
⑥
検
察
官
の
人
手
不
足
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。

（
52
）  

表
一
に
列
挙
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
筆
者
が
算
出
し
た
。

（
53
）  

太
田
達
也
前
掲
註
（
1
）
③
五
二
頁
。

（
54
）  

債
権
証
書
（
債
権
憑
証
）
と
は
、
債
務
者
は
執
行
に
供
す
る
財
産
を
有
し
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
財
産
が
執
行
さ
れ
て
も
債
務
を
弁
済
し
き
れ

な
い
と
き
、
裁
判
所
が
強
制
執
行
法
第
二
七
条
に
よ
っ
て
債
権
者
に
発
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
債
権
証
書
は
執
行
名
義
が
あ
る
た
め
、
新
た
に
債

務
者
の
財
産
を
発
見
し
た
場
合
、
改
め
て
強
制
執
行
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
証
書
の
時
効
は
五
年
で
あ
る
が
、
更
新
が
認
め
ら
れ
る
。

（
55
）  

法
務
部
「（
九
十
）
法
矯
字
第
一
二
九
〇
号
」
参
照
。

（
56
）  

法
務
部
「
法
八
八
保
決
字
第
四
七
八
号
函
」
参
照
。

（
57
）  

盧
映
潔
「
我
國
犯
罪
被
害
人
補
償
制
度
之
檢
討
與
未
來
展
望
」
法
務
部
『
刑
事
政
策
與
犯
罪
研
究
論
文
集
〈
14
〉』（
二
〇
一
二
）
一
四
―
一
六

頁
。
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（
58
）  

羈
押
法
第
一
七
条
、
監
獄
行
刑
法
第
三
三
条
、
外
役
監
条
例
第
二
三
条
、
保
安
処
分
執
行
法
第
五
七
条
の
一
参
照
。

（
59
）  

「
犯
罪
被
害
人
保
護
法
施
行
細
則
」
第
三
条
及
び
第
二
一
条
参
照
。

（
60
）  

こ
の
口
座
は
、
毎
年
「
監
所
作
業
基
金
」
か
ら
割
当
て
が
繰
り
入
れ
ら
れ
る
以
外
に
、
返
還
さ
れ
た
補
償
金
が
こ
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
場

合
も
あ
る
。
二
〇
一
一
年
八
月
末
で
三
億
五
五
〇
〇
万
台
湾
元
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
口
座
の
出
入
状
況
な
ど
の
詳
し
い
情
報
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
の
口
座
は
、
起
訴
猶
予
処
分
金
か
ら
の
繰
入
金
、
司
法
取
引
判
決
金
か
ら
の
繰
入
金
、
犯
罪
者
に
対
す
る
求
償
権

の
行
使
に
よ
る
収
入
、
返
還
さ
れ
た
補
償
金
を
繰
り
入
れ
る
た
め
の
専
用
口
座
で
あ
る
。

（
61
）  

制
度
施
行
始
め
の
一
九
九
九
年
度
は
国
の
予
備
金
で
運
営
し
た
た
め
、
初
め
て
編
成
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者
補
償
金
予
算
は
、
一
九
九
九
年
下
半

期
と
二
〇
〇
〇
年
の
予
算
で
あ
っ
た
。

（
62
）  

「
中
華
民
国
九
十
五
年
度
中
央
政
府
総
予
算
審
核
報
告
」
乙
―
六
七
頁
。

（
63
）  

「
法
務
部
犯
罪
被
害
補
償
金
経
費
動
支
要
点
」
は
二
〇
一
〇
年
九
月
に
廃
止
さ
れ
た
。

（
64
）  

国
会
審
議
の
二
〇
一
一
年
一
月
中
旬
時
点
で
、
国
庫
特
別
口
座
に
預
け
ら
れ
る
繰
入
金
の
残
高
は
四
億
一
七
九
七
万
台
湾
元
で
あ
っ
た
。
決
議

内
容
は
、「
立
法
院
公
報
」
第
一
〇
〇
巻
一
二
期
二
八
二
頁
、
総
統
府
「
中
華
民
国
一
〇
〇
年
度
中
央
政
府
総
予
算
審
査
総
報
告
（
修
正
本
）」
四

七
頁
参
照
。

（
65
）  

保
護
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
。
そ
し
て
、
経
費
源
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
た
め
に
、
第
五
号
に
「
そ
の
他
の
収
入
」
と
定
め
ら
れ
た
。

（
66
）  

起
訴
猶
予
処
分
金
制
度
が
二
〇
〇
二
年
に
起
訴
猶
予
制
度
の
新
設
に
伴
っ
て
成
立
し
、
執
行
猶
予
判
決
金
が
二
〇
〇
五
年
の
法
改
正
で
成
立
し
、

司
法
取
引
判
決
金
が
二
〇
〇
四
年
に
司
法
取
引
手
続
の
新
設
に
伴
っ
て
成
立
し
た
。
起
訴
猶
予
処
分
金
の
管
理
上
の
欠
陥
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
毎

年
、
監
察
院
審
計
部
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
中
華
民
国
九
十
五
年
度
中
央
政
府
総
予
算
審
核
報
告
」
乙
―
六
九
頁
、
同
九
六
年
度
「
報
告
」
乙

―
九
四
頁
、
同
九
七
年
度
「
報
告
」
乙
―
一
〇
九
頁
、
同
九
八
年
度
「
報
告
」
乙
―
一
二
五
頁
、
同
九
九
年
度
「
報
告
」
乙
―
一
五
九
頁
参
照
。

こ
の
問
題
は
二
〇
〇
九
年
に
監
察
委
員
に
立
件
調
査
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
問
題
に
発
展
し
た
。
監
察
院
審
計
部
は
「
司
法
取
引
判
決
金
」
に
対

し
て
も
類
似
の
指
摘
を
し
た
。
前
掲
九
八
年
度
「
報
告
」
乙
―
一
三
〇
頁
、「
中
華
民
国
一
〇
〇
年
度
中
央
政
府
総
予
算
審
査
総
報
告
（
修
正

本
）」
四
一
四
頁
。

（
67
）  

処
分
金
や
判
決
金
の
総
額
（
全
貌
）
が
不
明
で
あ
る
上
、
各
地
方
検
察
署
が
確
実
に
補
償
金
基
金
口
座
に
繰
り
入
れ
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な

い
。
保
護
法
第
四
条
第
二
項
第
四
款
に
定
め
た
財
源
の
収
支
の
詳
し
い
情
報
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

（
68
）  

許
啓
義
前
掲
註
（
2
）
八
二
頁
。
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（
69
）  

大
谷
実
「
犯
罪
被
害
者
対
策
の
理
念
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
三
号
（
一
九
九
九
）
一
二
頁
、
児
玉
公
男
「
犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て

―

弁
護
士
会
の
立
場
か
ら
」
同
六
六
―
六
七
頁
、
高
橋
則
夫
「
被
害
者
の
財
産
的
損
害
の
回
復
」
同
七
三
頁
。

（
70
）  

中
華
警
政
研
究
学
会
前
掲
註
（
12
）
付
録
一
一
の
一
七
四
頁
。

＊
本
稿
脱
稿
後
、
保
護
法
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
た
。
海
外
で
故
意
犯
に
よ
り
死
亡
し
た
被
害
者
の
遺
族
に
対
し
、
扶
助
金
が
支
給
さ
れ

る
と
い
う
新
た
な
制
度
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
関
す
る
詳
し
い
検
討
は
後
日
に
譲
る
。

呉　

柏
蒼
（
ご
　
は
く
そ
う
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
台
湾
国
立
台
北
大
学
法
学
研
究
科
修
士
課
程
刑
事
法
専
攻

所
属
学
会
　
　
日
本
刑
事
政
策
研
究
会

専
攻
領
域
　
　
刑
事
政
策


